
１．はじめに

コロナ禍の深刻化により、大学等教育機関でのオンラインツールの重要性が増している。

2020年には世界各国の大学で授業がオンライン化されているが、国際交流の分野においても、

インターネットを使った遠隔での授業活動が増すと考えられており、その遠隔活動の形態の

一例としてVirtualExchange（VE）やCollaborativeOnlineInternationalLearning（COIL）

が挙げられる。VEとは、同期型、非同期型に関わらず、ICTツールを活用して参加者が共

習を行うという緩やかな定義に示されるものであり、活動例としては、複数の拠点間を

Zoom等のウェブ会議ツールで繋ぎ、ディスカッションを行ったりするといったものが含まれ

る。またCOILはVEよりもやや定義が限定的で、二つ以上の大学でそれぞれ開講されてい

る科目間の連携に基づいて実施される活動を指す。例えば日本の大学と海外の大学の間で、

一学期の間で時期的に重複する数週間を使い、アクティブラーニングを促す能動的な協働を

課す取り組みなどがCOILに当たる（国際教育研究コンソーシアム 2020）。COILの活動例

としては、静岡県立大学と米国ノースカロライナ大学シャーロット校が2019年10月から11
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月にかけて実施した共修活動がある。この活動の内容としては、両校の学生がメッセージビ

デオを作成して、米国大学生は日本語で、日本の大学生は英語を使って自己紹介およびお

互いの大学を紹介するといったものなどであった（Yokono&Sawasaki2020）。

VEおよびCOILなどの意義としては、まず低コストで教育カリキュラムを国際化でき

るという点、さらに実際に海外に行かずとも学生の意識の国際化を図ることができるとい

う点が挙げられる。例えば、日本人学生が、実際に英語のネイティブスピーカーを相手に

英語を話すことで、語学能力の向上のみならず外国および異文化への興味や理解を促進す

ることが期待できる（池田 2016）。こうした利点に鑑みて、関西大学では国際化戦略の教

育指針の中で、日本人学生の異文化コミュニケーション能力の涵養を推進することを目的

としてCOILをカリキュラムに取り入れ、2014年にCOIL発祥の大学であるニューヨー

ク州立大学などと初めて COIL授業を実施し、その後アジア、南米、アフリカ諸国に

COILネットワークを広げている。さらに関西大学では教職員からなるCOILサポートチー

ムも設立している（関西大学 2020）。

筆者は三重大学の国際交流センター・教養教育解放科目である「三重学：三重の社会と

文化」を担当している。この科目は、科目名からも分かる通り三重地域に対する理解と愛

着を育むことが目的であることはもちろんであるが、使用言語が英語となっているため、

英語能力の向上も授業目的の一つとされている。担当教員である筆者は、本科目において、

2020年前期の7月7日から8月初旬の学期末までの5週においてVE活動を取り入れる

こととした。特にオンラインで進められる授業においては語学学習に必要な発話練習の機

会が限られているが、本取り組みはその欠点を補完するものでもある。本稿ではそのVE

実践の実践を報告する。

２．取り組みの実践

２．１ 参加学生

本取り組みに参加したのは、「三重学：三重の社会と文化」を受講している11名の日本

人学生と2名の外国人留学生（共にドイツの三重大学協定校の交換留学生）である。11

名の日本人学生の内訳は、10名の1年生と1名の2年生であり、また所属学部は1名が

人文学部、3名が教育学部、3名が医学部、4名が工学部であった。

２．２ 目的と内容

VEを用いた本取り組みの内容は、基本的には、前述の静岡県立大学と米国ノースカロ

ライナ大学シャーロット校のCOILプロジェクトをモデルとした。ただし、この両校の
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学生がお互いの大学を紹介し合ったのに対し、本取り組みでは「三重学：三重の社会と文

化」の科目の目的に鑑みて、三重県についての情報を調査し、米国大学の学生に発表する

ものとした。具体的には、本科目の受講学生が各自、三重県に関する何らかのテーマ（名

所、食べ物、歴史上の人物など）を設定し、5分程度のポスタープレゼンテーションにま

とめて発表した。本取り組みの全体的な流れとしては、学生たちのポスター発表を学生自

身が各自Zoomで録画し、筆者がそれらを本取り組み用に作成したブログに掲載し、そ

れを米国大学の学生が視聴した上でブログ上にコメントを投稿するという形をとった。こ

のように自身の発表が米国大学の学生に視聴され、感想を述べられることで、発表学生が

海外との繋がりをリアルに感じ、英語学習を含む異文化理解への意欲が促進されることが、

本取り組みの目的である。（ただし本科目の受講生13名のうち2名はドイツ人短期留学生

であることは前述の通りであり、これらのドイツ人学生の英語能力は総じて日本人学生よ

りも高いと推察されることに留意する必要がある。）本稿では上の目的が達成されたかに

ついて、本科目の受講生を対象としたアンケート結果に基づいて報告する。

２．３ 実施

２．３．１ 準備（7月7日～7月27日）

本取り組みでは、7月7日～27日の約3週間を準備期間とした。まず、7月7日に、2．2

節に述べたような本取り組みの概要を説明し、作成したブログの画面を見せ、そして多く

の受講学生にとって馴染みがないであろうポスタープレゼンテーションという発表形態に

ついて説明した。そして、7月7日から7月13日までの一週間を、各受講学生が発表の

テーマを決める期間および調整期間とした。調整期間とは、複数の学生が重複したテーマ

を選んだ場合にどちらか一方の学生に別テーマを選ばせる期間である。テーマは、「三重

県に関わりのあるもの」という緩やかな規定のみを学生に提示し、学生自身にテーマを選

ばせた。その結果、計13名の受講学生が、伊勢神宮、おかげ横丁、伊賀組紐、伊賀忍者、

赤目四十八滝、鳥羽、真珠の養殖、鈴鹿サーキット、鈴鹿青少年の森、四日市工業地帯、

長島リゾート、三重県の五つの地域の特色、三重県の神話をテーマとして選んだ。

さらにこの時期に、米国大学の学生をポスタープレゼンテーションの視聴者として確保す

る必要があったため、筆者の前任校である米国クレムソン大学の学生団体「日本クラブ」に

所属している学生と、同じく筆者の前任校である米国ノースカロライナ大学シャーロット校

の夏学期の日本語科目を受講している学生に、それぞれの大学の日本語科教員を通して協

力を依頼した。（ノースカロライナ大学シャーロット校は、第1章で述べた通り、静岡県立

大学と協働して昨年度COILプロジェクトを実施した大学である。）ただし、これらの米国
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大学の学生の視聴、コメントはあくまでも任意であり、何人の学生が協力してくれるかにつ

いて多大な期待はできないことを、仲介役となった当該米国大学の教員から伝えられた。

次の一週間は（7月14日～20日）、パワーポイントを使ったポスター作成期間とした。

筆者が過去に実際の学会で使用したいくつかのポスターを例として挙げ、プレゼンテーショ

ン用ポスターの作り方を説明した。本科目受講生の多くは一年生であったため、中にはパ

ワーポイントに慣れていない学生もいたので、基本的なパワーポイントのスライドの作り

方についての説明動画も作成し、学生に提示した。

次の1週間弱（7月21日～26日）を、プレゼンテーション録画期間とした。ここでは、

Zoomを使って自身を録画する方法を説明したワードファイルと説明動画を作成し、学生

に提示した。ただし、どうしてもZoomを使って自分を録画することができないという

学生に対しては、最低限、携帯電話のボイスメモ機能等を使って自分の発表の音声を録音

し、その音声ファイルを筆者に提出することとした。結果、1名の学生が動画ではなく音

声ファイルを提出したので、この学生のプレゼンテーションに関しては、筆者がその音声

ファイルを再生しながらZoomでその学生のポスターを表示して録画した動画ファイル

を作成したが、音声の質の劣る動画ファイルとなってしまった。全てのプレゼンテーショ

ン動画ファイルは、7月27日に筆者によってブログに掲載され、米国大学の学生が視聴

する準備を整えた。ブログは一般的な検索ツールでは見つからないよう、URLを知って

いる者のみ視聴可能と設定した。

２．３．２ 発表実施とコメント（7月28日～8月4日）

ポスター発表の視聴者となる米国大学の学生に対しては、本取り組みを“MiniVirtual

Conference:IntroductiontoMie”と題し、全てのポスター発表動画が掲載されたブログ

へのアクセスをメールにて依頼した。具体的なブログ公開時期として、7月28日から前

期最終日の8月4日までをMiniVirtualConference期間とし、この間に米国大学生の視

聴とコメントを募った。求めるコメントの内容としては、プレゼンテーションの内容、発

表者の英語運用能力、ポスターのデザインなどに関する感想、批評、助言などであること

を、事前の周知メールで伝えるとともに、ポスタープレゼンテーション動画を掲載したブ

ログの冒頭に掲載して伝えた。さらに、プレゼンテーションを行った本科目の受講生本人

たちにも、最低三つ以上のクラスメートのプレゼンテーションを視聴し、コメントを投稿

するよう指示した。

7月28日から8月4日までの間に、13のプレゼンテーションに対して合計35件のコメ

ントが米国大学の学生から寄せられた。コメントを投稿した米国大学の学生数は、投稿者
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名が明示された投稿から確認できたものが7名であり、この7名から28件のコメントが

投稿された。その他匿名の投稿が7件あったが、これらの投稿が何名の学生から寄せられ

たものかは定かではない。コメントのほぼ全ては発表者に対する好意的な評価であり、ま

た発表者の英語の発話に対する評価や英語文法及び語彙に関する助言も多かった。

３．事後アンケートとその結果

2020年前期最終日に、本科目を受講した発表者の学生13名を対象に、本科目「三重学：

米国大学の学生を対象とした英語での三重地域文化発信－国際交流センター・教養教育科目「三重学」におけるVirtualExchangeの取組み－
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図1 アンケート質問①～⑦



三重の社会と文化」に対する評価及び意見を聴取するためのアンケートを実施した。この

アンケートの中の一つのセクションとして、本稿に報告するVEを活用した取り組みに対

する質問を含めた。その質問を図1に示す。

図1にある質問のうち、本稿では、本取り組みに対する全体的な評価（質問①）につい

ての学生の回答を3．1節で、米国大学の学生のコメントに対する感想（質問③）を3．2節

で、異文化理解に対する意欲の増減（質問⑤）を3．3節で、英語学習に対する意欲の増減

（質問⑥）を3．4節において報告する。

３．１ 本取り組みに対する全体的な評価（質問①）

質問①「このプロジェクトに対するあなたの全体的な評価」に対する回答（選択式）と、

その回答を選んだ理由（自由記述式）を表1に示す。また、表1右列の自由記述回答につ

いては、各回答に回答者を記号で付記する。日本人学生11名については JS1～JS11、ド

イツ人学生2名についてはGS1～GS2と記す（JSはJapanesestudentを、GSはGerman

studentを表す。）この記号は、本稿の全ての表（表1～4）に共通であり、例えば、表1

でJS1として示される学生と表2でJS1として示される学生は同一人物である。なお、

自由記述回答については、回答の言語を英語とも日本語とも指示しなかったため、英語で

回答した学生と日本語で回答した学生がいた。

表1 質問①「このプロジェクトに対するあなたの全体的な評価」に対する回答
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回答選択肢 回答数と割合 左の回答を選んだ理由（原文ママ）

とても

良かった
4（30.8％）

●（JS5）IhaveexperiencedalotofthingsIhaveneverdonebefore.

●（JS9）Ihaveneverhadtheopportunitytogetaadvicefromnative

speakerlivinginAmerica.So,thiswasaveryvaluableexperience.

●（JS7）Thisprojectwastheopportunitytogaintheknowledgeof

powerpoint.IcanspeakEnglishalot.Itwasveryfun.

●（JS2）BecauseIwasgladthatotherpeopleappreciatedtheslidesI

madefromthebeginningandthepresentationIpracticed.

良かった 7（53.8％）

●（JS1）ポスタープレゼンテーションなど、新しいことができて勉

強になったから。

●（JS3）高校の時にはできなかった類のものをすることが出来たから。

●（JS8）自分自身で三重を調べる機会になったのもいいと思ったし、

それを英語で書くということで英語力の向上にもなったから。また

自分の英語のプレゼンテーションを外国の方に見てもらう機会なん

てめったにないのですごく貴重な体験になったと思う。

●（JS11）他人に発表したい内容を伝えるためにそれ以上の内容を知

ることができたから。



表1の通り、「とても良かった」と「良かった」という選択肢に回答の多くが集中して

いることから、本取り組みに対する学生の評価は概ね高いと推察される。これらの回答が

選ばれた理由としては、6名が、これまでしたことのない新しい経験ができたということ

に言及している。具体的には、英語のネイティブスピーカーに発表を見せてコメントを得

られたこと、パワーポイントの使い方を学べたこと、ポスタープレゼンテーションをした

ことなどである。逆に「あまり良くなかった」と回答された理由はインターネット上で自

身のプレゼンテーションを公開したくないという学生の気持ちであり、また「全然良くな

かった」と回答された理由は自身のプレゼンテーションの出来具合に関するものであった。

これら二つの回答は、取り組みの内容自体に関わるものではない。

また、表1に示されるように、（日本語よりも英語の方が能力が高いと思われるドイツ

人学生を除き）本取り組みに高評価を与えている学生ほど、英語で自由記述回答を記述し

ている者が多いようである。これには、これらの学生が英語を使うことに抵抗がなくなっ

たあるいは意欲的になったという解釈が可能であるが、もともと英語能力が高い学生であっ

たという可能性、あるいは偶然の結果という可能性なども考えられる。

３．２ 米国大学の学生からのコメントに対する感想（質問③）

質問③「あなたのプレゼンテーションについてブログに書かれたコメントについて、ど

う思いましたか」に対する回答（自由記述）を表2に示す。この質問に対する回答から、

発表者である三重大学の学生たちが米国大学の学生の反応からどのような教育効果を得ら

れたかについて推察する。なお、この質問は自由記述回答式であったが、回答を筆者がい

米国大学の学生を対象とした英語での三重地域文化発信－国際交流センター・教養教育科目「三重学」におけるVirtualExchangeの取組み－
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●（JS4）ItbecameanopportunitytoknowMieprefecture,learningin

English.Howtomakethepresentationposterdependsonyou,soI

couldwatchvarietyoftheposter.

●（GS2）Ofcoursebecauseofcoronawecouldn'tmeetinpersonand

soanypresentationasweusedto,butIreceivedareallyhelpful

commentonmyposterpresentationfromaAmericanstudentandI

likedthefactthatweareabletoreceivethatthroughtheblog.

●（JS6）記述なし

どちらとも

言えない
0 NA

あまり良く

なかった
1（7.7％）

●（GS1）Ijustdon'tlikebeingrecordedgivingpresentationsandit

beinguploadedontheinternet.

全然良く

なかった
1（7.7％）

●（JS10）英語がたどたどしく、また、ポスターの内容が少なすぎて、

プレゼンテーションの尺が指定の時間に届かなかったなど。



くつかの種類に分類して表の左列に示す。

表2 質問③「あなたのプレゼンテーションについてブログに書かれた

コメントについて、どう思いましたか」に対する回答

表2の通り、最も多くの回答を集めたのは、「自身の発表にコメントをもらえたことへ

の感謝」であった。また「自身の発表の間違いの指摘に対する言及」も2名から寄せられ

た。これらの回答からは、米国大学の学生のコメントから具体的にどのような教育効果を

得られたのかは読み取れない。一方、「自身の発表への高評価に対する感謝と喜び」を示

す回答も4名と比較的多く、これらの回答からは、本取り組みが学生の英語能力およびプ

レゼンテーション能力への自己肯定感や自信の獲得につながったという可能性が示唆され

る。さらに「自身の発表の間違いの指摘に対する感謝」を表す2名の回答の中には、特定

の英単語の使い方に関する言及があり、語学学習上の具体的な学習効果が示唆されている。
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回答の種類 回答数と割合 回答（原文ママ）

自身の発表に

コメントをも

らえたことへ

の感謝

5（38.5％）

●（JS5）Ithoughtitwasavalidopinion.

●（JS7）Iwasveryhappybecauseofthosecomments.

●（JS9）Inhighschool,Idon'thavemanychancestolearnabout

speakingEnglish.So,I'm gladtogetaadviceaboutspeaking

ability.

●（GS1）I'mthankfulforthefeedback.

●（GS2）AsIsaidbeforeIreceivedareallyhelpfulonefroman

Americanstudent.

自身の発表の

間違いの指摘

に対する言及

2（15.4％）

●（JS4）Somepeoplesaidthatmypresentationwasnotbad,but

myposteriskindofdark.IthinkItisnoteasytoread,too.

●（JS6）Ithinkthatpronunciationissodifficult.

自身の発表に

対する高評価

への感謝と喜

び

4（30.8％）

●（JS2）Iwashonestlyhappybecauseeveryonepraisedmefor

myhardwork.

●（JS8）少々のミスはあったがほとんどの人が“clear”だと発

表をほめてくださったり、三重県について知れたと言ってくだ

さったので嬉しかった。特に英語の発音に自信がなかったので、

発表自体を褒めてもらったことで自信にも繋がった。

●（JS10）暖かい言葉がありがたかった．

●（JS11）素直に嬉しかった。頑張ってやり遂げてよかったと思えた。

自身の発表の

間違いの指摘

に対する感謝

2（15.4％）

●（JS1）文法や単語の間違い、改善点を指摘していただいたの

がよかった。inventとinviteのことに関しては、「誘致された」

の意味で使ったのだが、意味的に違ったのだろうという点で勉

強になった。

●（JS3）感想ばかりでなくて、改善点なども書いてくださった

ので良かった。



また、表2に示されるように、具体的な教育効果が読み取れない類の回答（「自身の発

表にコメントをもらえたことへの感謝」と「自身の発表の間違いの指摘に対する言及」）

が全て英語での回答であったのに対し、具体的な教育効果が読み取れる回答（「自身の発

表への高評価に対する感謝と喜び」と「自身の発表の間違いの指摘に対する感謝」）はほ

とんどが日本語での回答であった。これには、回答を英文で書く能力に欠ける（比較的英

語能力が低い）学生の方が、米国大学の学生のコメントから目に見える影響（自信の獲得

など）を受けたという解釈が可能であるが、あるいは単に偶然の結果という可能性もある。

３．３ 異文化理解への意欲の増減（質問⑤）

質問⑤「このプロジェクトを通して、異文化理解への意欲が増しましたか」についてで

あるが、この質問の曖昧さついて筆者の説明と反省が必要である。本取り組みは三重県の

ことについて調べて発表するものであるので、発表者の出身地によって、その発表の内容

が異文化であったり異文化でなかったりする。ドイツ人留学生にとっては発表の内容が異

文化であるので、質問⑤の趣旨が「三重県のことを発表することで三重県（＝異文化）に

対する意欲が増したか」と解釈されたであろうし、逆に三重県出身の日本人学生にとって

は発表内容である三重県は異文化ではないので、質問⑤の趣旨が「米国大学の学生との交

流を通じて外国文化（＝異文化）に対する意欲が増したか」と解釈されたであろう。また

三重県外出身の日本人学生にとっては、上の両方の意味で解釈された可能性がある。筆者

自身も意図が曖昧なまま設問してしまったというのが実際のところで、今となっては、

「異文化理解」と問うのではなく、本科目の内容に鑑みて、「他の学生の三重県に関するプ

レゼンテーションを見て、三重県の理解に対する意欲が増しましたか」とすべきであった

と考えている。そして本取り組みの目的を、第一に「外国語学習への意欲の喚起」、第二

に「三重地域文化理解への意欲の喚起」とし、上の設問を第二の目的の達成度を調べるも

のとすべきであった。

上に述べた問題点に留意する必要があるが、質問に対する回答（選択式）と、その回答

を選んだ理由（自由記述式）を表3に示す。

表3 質問⑤「このプロジェクトを通して、異文化理解への意欲が増しましたか」に対する回答
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回答選択肢 回答数と割合 左の回答を選んだ理由（原文ママ）

とても増した 5（38.5％）

●（JS1）三重について調べ、発表することで、逆に別の国の人たち

は自分の国についてどんな発表をするのだろうと興味を持ったから。

●（JS10）別にまるっきりこちらの意図を伝えれないわけではな

いと感じたから。



表3に示されるように、「（異文化理解への意欲が）とても増した」あるいは「少し増し

た」とする回答が多く、本取り組みの効果をある程度肯定する結果となった。異文化理解

への意欲とは、具体的には、三重（＝自身の文化）について調べることで他の地域（＝異

文化）についても興味を持ったという内容のもの、また米国大学の学生への発表を通して

英語（＝異文化）の学習に意欲を持ったという内容のものが見られる。ただし、「（異文化

理解への意欲は）変わらない」とする回答の一つは、その理由を「三重県のことしかテー

マにしていないから」としており、おそらくはこの学生が三重県出身であるため、「異文

化」について問う質問の対象に該当しないと考えた可能性が高い。これには、前述の通り

筆者の設問の曖昧さによる影響が反映されていると考えられる。

３．４ 英語学習への意欲の増減（質問⑥）

質問⑥「このプロジェクトを通して、英語学習への意欲が増しましたか」に対する回答

（選択式）と、その回答を選んだ理由（自由記述式）を表4に示す。また、この質問に対

して無回答であった学生が1人いたことを、表の最下段に付記する。
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●（JS5）Ihavemoreopportunitiestocomeintocontactwith

English.

●（JS2）Iwasabletogetvariousperspectives.

●（JS7）記述なし

少し増した 6（49.1％）

●（JS3）いろんな人の経験を知ることができたから。

●（JS8）自分の住んでいる地域のことを調べることで他の地域

ではどうかなと外へ目を向けるいい機会になったと思うから。

●（JS4）Wecouldcommunicatewithforeigners.Itisexciting.

●（JS9）ImadeaposterwithEnglish.Itwashard.Butbecause

ofusingmanyEnglishwords,Ibecamemoreinterestedin

Englishanddifferentcultures.

●（GS2）Becausefrom thebeginningIam studyingJapanese

cultureIhadealotofinterest,butthroughthisclassmyinterest

forlittleandsometimesnotthatfamousandspectacularplaces

increased.

---------------------------------------------------------------

●（JS6）記述なし

変わらない 2（15.4％）
●（JS11）三重県のことしかテーマにしていないから。

●（GS1）I'malwaysinterestedinothercultures.

少し減った 0 NA

とても減った 0 NA



表4 質問⑥「このプロジェクトを通して、英語学習への意欲が増しましたか」に対する回答

まず、予期されたことであったが、英語能力が高いと思われるドイツ人留学生2名は、

英語学習に対する意欲に変化はないと回答した。ヨーロッパ系の留学生に対しては、本取

り組みは英語学習意欲を喚起するための活動としては難易度が低すぎたと推察される。日

本人学生11名については、うち7名が「（英語学習に対する意欲が）とても増した」と回

答しており、本稿で取り上げたアンケート結果の中で最も確からしい教育効果が示された。

英語学習の意欲が増した理由としては、英語で米国大学生とコミュニケーションをとる機

会が得られたからというものが多く、また「別にまるっきりこちらの意図を伝えれないわ
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回答選択肢 回答数と割合 左の回答を選んだ理由（原文ママ）

とても増した 7（53.8％）

●（JS5）Ihavemoreopportunitiestocomeintocontactwith

English.

●（JS7）IhadtheopportunitytospeakEnglish.

●（JS2）Ireadthecommentsofeveryone'simpressionsandfelt

thatIwantedtohavemoreconversationinEnglish.

●（JS9）Thisclasswasveryfun.SoIbecamemoreinterestedin

studyingEnglish.

●（JS8）英語で伝えなければいけなかったので、先生に添削し

ていただけるとは言えども、やらなければという責任感みたい

なものを感じたから。

●（JS3）英語が出てこなかったり、時間がかかったりしてもど

かしかったから。

●（JS10）異文化理解に関してと同様。（＝質問⑤の回答「別にま

るっきりこちらの意図を伝えれないわけではないと感じたから。」）

少し増した 3（23.1％）

●（JS4）IunderstoodIcaninteractwithpeopleallovertheworld

byusingEnglish.

●（JS1）他の人に正確に自分の考えを伝えるために、語彙や文

法を正しく使っていかなければならないと思ったから。

●（JS11）下手なりに英語をうまく話そうとしてみることができ

たから。

変わらない 2（15.4％）

●（GS1）There'snotsomuchtolearnanymoreformesincemy

minorisEnglishatmyhomeuniversity.

●（GS2）FromayoungageonItrytoincludeEnglishinmy

everydaylife,likereadinginEnglishorwatchinginEnglish,but

Iwasreallyhappytouseitinclassandspeakalittle,becausefor

metherearenotmanychancestospeakinEnglish.

少し減った 0 NA

とても減った 0 NA

無回答 1（7.7％） ●（JS6）



けではないと感じたから」といったような自信の獲得を示すもの、また逆に「英語が出て

こなかったり、時間がかかったりしてもどかしかったから」といったような自身の能力不

足を感じたものまで、様々であった。

４．考察

まず、本取り組みに対する全体的な評価を聞いた質問①の結果から、この取り組みが学

生たちにとって、これまでしたことのない新しい経験を与えられたと評価できる。その新

しい経験の内容とは、（前述の通り）英語のネイティブスピーカーに発表を見せてコメン

トを得られたこと、パワーポイントの使い方を学べたこと、ポスタープレゼンテーション

について学べたことなどであるが、特に第一の点がVEを活用した意義だと考えられる。

第1章で述べた通り、日本の大学に在学する日本人学生にとって、実際に海外に行くこと

なく海外の大学の学生と交流できることは、経済的な負担がないことを含め、大きなメリッ

トであると思われる。特に外国語の学習に重きを置く学生にとって、学習言語の母語話者

とやりとりすること、また母語話者による自身の外国語運用に対する評価やコメントを得

ることは重要な体験であろう。英語学習の意欲への影響についての質問⑥及び米国大学の

学生から寄せられたコメントに対する感想を聴取した質問③の結果からも、米国大学の学

生に対して英語を使うこと、英語が通じることの喜び、自信の獲得、また自身の課題の認

識などが感想として得られた。こうした効果は、学習対象言語を母語とする話者によって

提供されるものからこそ説得力を持って学生に与えられるものである可能性が高い。それ

は例えアカデミックな能力や経験に乏しい者（例えば普通のアメリカ人の大学1年生）に

よるフィードバックであったとしても、である。その理由は学習言語を母語として自然に

操ることができる者との直接的なやり取りから得られるものであるからに他ならない。こ

うした効果を得ることがVEの強みであり、本取り組みにおいてもその効果が得られたこ

とが確認されたと考える。

その他、本取り組みによって得られた効果として質問①に挙げられたパワーポイントの

使い方を学べたという評価については、全13名の受講生のうち11名を占めた1年生にとっ

て特に有益な経験であったと考えられ、さらに、ポスタープレゼンテーションについて学

べたという評価からは、ポスターという形態を使ったプレゼンテーションは比較的他科目

では実施されることの少ないものであることが反映されていると推察される。

５．おわりに

本稿は、VEを用いた三重大学の学生と米国大学の学生の交流活動を報告した。本取り
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組みが、VEを活用して教育カリキュラムの国際化を試み、受講学生の語学学習および異

文化理解への意欲の喚起を目的としたものであることは、2．2節で述べた通りである。事

後アンケートの結果、三重大学の学生（特に日本人学生）にとって、とりわけ英語学習へ

の意欲を高める効果が示唆された。しかしながら、本取り組みの反省として、いくつかの

点が挙げられる。第一に、情報の発信が一方通行であったことである。本取り組みは三重

大学の学生が三重県についてプレゼンテーションをするという内容であり、米国の学生が

米国についての何かを紹介するという行程はなかった。英語学習の観点から見ると、スピー

キングの演習にはなったものの、リスニングの演習に相当するものはなかった。これに対

応するには、米国大学の学生から三重大学の学生への発信を組み込む必要があるが、これ

は米国大学の学生にも一定の負担を課すものであるため、先方にも何らかのメリットを与

えるものを考案する必要があると考えられる。例えば前述のノースカロライナ大学シャー

ロット校と静岡県立大学のCOILプロジェクトのように、日本語を学習する米国大学の

学生にとって日本語演習の場となるようなものも作る必要がある。労力と時間的な制約を

含め、今後の検討課題である。

第二の反省点として、本取り組みに参加した2名のドイツ人留学生にとって、英語の演

習という活動があまり意味のないものであったことである。この2名のドイツ人の英語能

力は概ね日本人の受講学生よりも高く、また日本に留学に来ているドイツ人にとって英語

は重要な学習対象ではない。従って、本科目の学習内容が三重地域文化の学習と英語の学

習であるとは言え、英語学習の比重が前者を上回るべきではないと考えられる。このバラ

ンスをどのように取るかも、担当教員にとっての課題である。
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１．はじめに

2020年前半のコロナ禍以降、三重大学を含む世界各地の教育機関では、Zoom等のツー

ルを用いたオンライン授業が急速に普及した。こうした遠隔型の教育活動の手法として

VirtualExchange（VE）が注目されており、特に語学学習や国際交流活動の分野ではコ

ロナウィルスの発生以前からその有用性が認められていた（池田 2016;Hagley2016;

Hagley&Harashima2017）。VEとは、オンラインツールを用いて学生が遠隔地の学生

（例えば海外の学生など）との交流などを通じ、異文化コミュニケーション能力を高める

ことに効果を発揮するものであり、しかもコストを低く抑えられることが利点として挙げ

られる（池田 2016）。日本の大学で行われたVE活動の事例としては、例えばHagley

（2016）が、室蘭工業大学の学生と他の国内大学およびコロンビアやベトナムの学生との

英語のみによるオンライン語学学習活動を報告している。
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外国人留学生による三重地域文化発信
―国際交流センター科目「日本事情I」におけるVirtualExchangeの取組み―

正 路 真 一

PresentingMieRegionalCulturetoStudentsinAnotherPrefecture:

AVirtualExchangeProjectinaCIERclass,・JapaneseCultureI・

SHHOOJJII Shinichi

〈Abstract〉

ThisarticlereportsaVirtualExchange（VE） projectinaCenterfor

InternationalEducationandResearch（CIER）class,“TheSocietyandCultureof

Mie”,whichwasofferedtointernationalstudentsatMieUniversity.Inthisproject,

theinternationalstudentsconducted posterpresentationsin Japanese,which

introducedtheregionalcultureoftheprefectureofMietostudentsattendingthe

UniversityofShizuoka.Theobjectivesoftheprojectweretoencouragethe

internationalstudentsto（i） studytheJapaneselanguageand（ii） tobecome

（unofficial）ambassadorsthatbuildbridgesbetweentheprefectureofMieandtheir

homecountries.Thepost-projectquestionnaire,giventostudentswhopresented,

indicatedthattheprojectelicitedmoderateeffectsoftheabove（i） and（ii）

objectives.

キーワード：地域文化、日本語、プレゼンテーション

実践報告



筆者は三重大学の国際交流センター科目として「日本事情I：三重の社会と文化」を担

当している。この科目は外国人留学生を対象とした科目であり、日本語能力の向上はもと

より三重県について学ぶことを目的とした地域文化学習科目でもある。本科目は2020年

前期においてはすべてオンラインで実施されたが、筆者は7月7日から8月初旬の学期末

までの5週においてVEを活用し、国内の他大学の学生（そのほとんどは日本人学生）と

の交流活動を取り入れた。特にオンラインで進められる授業においては語学学習に必要な

発話練習の機会が限られているが、本取り組みはその欠点を補完するものでもある。本稿

ではそのVE活動の実践を報告する。

２．取り組みの実践

２．１ 参加学生

本取り組みに参加したのは、「日本事情I：三重の社会と文化」を受講している10名の

外国人留学生である。10名の外国人留学生の内訳は、3名のタイ人、3名のドイツ人、3

名の中国人、1名のカンボジア人であった。彼、彼女らは1名の大学院短期特別研究学生

（中国人）を除き、全て三重大学の協定校からの交換留学生であり、これらの交換留学生

は皆、日本語または日本学を専攻とする学生であった。（うち二人は、日本語とともに韓

国語と英語も専攻とする学生であった。）これらの学生達の日本語能力は、彼、彼女らが

これまでに合格した日本語能力試験（JLPT）の結果および三重大学の日本語レベル判定

試験の結果から、日本語能力試験のN1～N3程度のレベルにあると推察される。

２．２ 活動の目的と内容

本VE活動の内容は、「日本事情I：三重の社会と文化」の科目の目的に鑑みて、三重

県に関する何らかのテーマ（名所、産物、三重県出身の人物など）について5分程度のポ

スタープレゼンテーションの形を取り、三重県外の他大学の学生に対して発表するものと

した。この取り組みの目的は、第一にVEを通して見ず知らずの日本人学生に対して日本

語で発表を行い、そしてフィードバックを得ることで、留学生（発表者）の日本語学習意

欲を高めることである。さらに第二の目的は、三重県についての調査と発表を行った留学

生（発表者）が三重県についての理解を深め、三重県と母国を結ぶ広報大使のような存在

となるということである。本稿は、上記の二つの目的が果たされたかについて、受講学生

を対象とした事後アンケートの結果を基に報告する。さらに本取り組みは、長期的にはイ

ンバウンドの拡大にも繋がる可能性がある。外国人留学生が三重県について調査しそれを

他県の学生に発表することで、視聴者である他県の大学生および発表者である留学生の母
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国での友人等の三重県への旅行意欲が刺激され、これが三重県の観光業等の活性化に繋が

るという可能性である。

ポスタープレゼンテーションで三重県を紹介するに当たっては、その発表の視聴者とし

て、静岡県立大学の教員とその教員が担当する科目「日本語表現法IA」の受講学生に協

力を仰いだ。静岡県立大学は2019年10～11月に米国ノースカロライナ大学と協働して

COILプロジェクトを実施した大学である。COILとは CollaborativeInternational

Learningの略語で、VEの下位範疇にあたるものであるが、本稿で報告するVE活動につ

いては、上のCOILプロジェクトを担当した静岡県立大学国際関係学部の教員に協力を

依頼した。

おおまかな活動手順としては、まず、三重大学の外国人留学生が、自身がポスター発表

をしている様子をZoom等を使って自分で録画し、その動画ファイルを全て、筆者がイ

ンターネット上で作成したブログに掲載した。これを受けて静岡県立大学の学生は、ブロ

グ上で三重大学の外国人留学生のポスター発表動画を視聴し、その発表に対しての感想等

のコメントを同ブログの画面上に投稿することとした。45名の静岡県立大学生に対して

三重大学の留学生10名が合計10のポスタープレゼンテーションを準備したが、45名が

どのプレゼンテーションを視聴するかは、静岡県立大学の教員によって均等に振り分けら

れた。また、三重大学の留学生のプレゼンテーションが掲載されたブログは、本取り組み

用に筆者が作成したものであり、一般的な検索ツールでは見つからないよう、URLを知っ

ている者のみ視聴可能と設定した。次節に、上記の活動の詳細を報告する。

２．３ 実施

２．３．１ 準備（7月7日～7月27日）

本取り組みでは、7月7日～27日の約3週間を準備期間とした。まず、7月7日の授業

において、筆者が作成した発表動画掲載用ブログの画面を見せながら、2．2節に述べたよ

うな本取り組みの概要を説明し、さらに幾人かの受講生にとって馴染みがないであろう

「ポスター発表」という発表形態について説明した。そして、7月7日から7月13日まで

の一週間を、各受講学生が発表のテーマを決める期間とした。テーマは、三重県に関わり

のあるもの（名所、産物、三重県出身の人物など）ならなんでも可とした。テーマを決め

る期限は7月9日としたが、複数の学生が選んだテーマが重複した場合、7月9日から13

日の間に、どちらか一方の学生に別テーマを選ばせるよう調整した。その結果、伊勢うど

ん、松尾芭蕉、石神神社、ナガシマスパーランド、真珠、伊勢えび祭り、鳥羽水族館、横

山展望台、三重県の産業、夫婦岩がテーマとして選ばれた。
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先のテーマの決定について少し説明を加える。7月の本取り組みに先立ち、本科目では

5月の課題として各学生にパワーポイントスライド（ポスターではない通常の発表用のパ

ワーポイントスライド）を作成させていた。スライドの内容は、7月の本取り組みと同様、

三重県に関わる何かについて調べ、それをパワーポイントにまとめるというものであった。

7月の本取り組みのテーマは、5月のスライドと同じテーマでも別のテーマでも良いとし

たが、別のテーマを選んだ学生には、学期末の成績に加点するとした。その結果、全10

名の受講学生中、6名が5月と同じテーマを選び（真珠、伊勢えび祭り、鳥羽水族館、横

山展望台、三重県の産業、夫婦岩）、他の4名が5月とは異なるテーマを選んだ（伊勢う

どん、松尾芭蕉、石神神社、ナガシマスパーランド）。

テーマの決定に続き、7月14日から20日までの週を使って、パワーポイントを用いた

発表用ポスターの作成を課した。筆者が過去に実際の学会で発表したポスターを例として

提示し、プレゼンテーション用ポスターの作り方を説明した。それを受けて学生はポスター

を作成し、筆者に提出した。提出されたポスターは筆者が確認し、日本語文等の修正を行っ

た（または修正を指示した）後、各学生に返却した。（ただし、筆者が修正したポスター

を用いず、日本語文が間違ったままのポスターを使ってプレゼンテーションをした学生が

1名いたことを付記する。）

ポスターの作成が終了した後、7月21日から26日までの間に、学生各自に自身のプレ

ゼンテーション動画を作成させた。この発表動画作成に当たっては、Zoomを使って自身

を録画する方法を説明したワードファイルと説明動画を学生に提示した。ただし、どうし

てもZoomを使って自分を録画することができないという学生に対しては、最低限、携

帯電話等を使って自分の発表の音声を録音し、その音声ファイルを筆者に提出しても可と

した。結果、2名の学生が動画ではなく音声ファイルを提出したので、この学生らのプレ

ゼンテーションに関しては、筆者がZoomでその学生のポスター表示しながら音声ファ

イルを再生し、動画ファイルを作成した。結果として、この2名の学生の動画ファイルは

音声の質の劣るものとなってしまった。最終的に、全てのプレゼンテーション動画ファイ

ルは、7月27日に筆者によってブログに掲載され、静岡県立大学の学生の視聴を待った。

２．３．２ 発表とコメント（7月28日～8月4日）

7月28日から前期最終日の8月4日正午までの間に静岡県立大学の学生の視聴とコメ

ントを募った。求めるコメントの内容としては、プレゼンテーションそのもの、または発

表者の日本語能力に関する感想、評価、助言などであったが、これは静岡県立大学の学生

に事前の案内メールで説明するとともに、ポスタープレゼンテーション動画を掲載したブ
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ログの冒頭に記した。7月28日から8月4日までの間に、45名の静岡県立大学の学生全

員から一人一つずつコメントが投稿された。コメントの全ては発表の内容及び発表者の日

本語能力に対する評価であり、そのほとんどは好意的なものであったが、改善点を指摘す

るコメントも17件あった。具体的な改善点としては、日本語の発音や言葉の誤用を指摘

するものから、ポスター上の字の量、字の大きさ、写真の量、その他のデザインに関する

改善案まで様々であった。また、「発表を聞いて三重県に行きたくなった」という感想も

23件あった。

３．事後アンケート

本取り組みを実施した2020年前期最終日に、本科目「日本事情I：三重の社会と文化」

を受講した学生10名を対象に、本科目に対する全体的な評価を聴取するためのアンケー

トを実施したが、このアンケートの中の一つのセクションとして、本稿に報告するVE活

動に対する質問を含めた。それらの質問を図1に示す。

図1にある質問のうち、本稿では、本取り組みに対する全体的な評価（質問①）、静岡

県立大学の学生のコメントに対する感想（質問③）、三重県への理解度の増減（質問⑤）、

三重県に対する愛着の増減（質問⑥）、三重県のお勧めの旅行先（質問⑦）、日本語学習に

対する意欲の増減（質問⑧）についての学生の回答を報告する。質問①は本取り組みにつ

いての全般的な評価を調査し、3．1節で報告する。質問③、⑧はVEによる日本語学習に

ついての効果を調査するものであり、3．2節で報告する。そして質問⑤、⑥、⑦について

は発表者である留学生が、三重県と母国を結ぶ広報大使となるための素養を得られたかに

ついて調べたものであり、3．3節で報告する。なお、本取り組みに参加した受講学生10

名のうち1名（タイ人）はアンケートを提出しなかったので、回答者数は9名であった。

また、自由記述回答については、回答の言語を英語とも日本語とも指示しなかったため、

英語で回答した学生が1名（ドイツ人）いたが、その他の学生は全て日本語で回答した。

３．１ 本取り組みについての全体的な評価（質問①）

本節では、このポスター発表プロジェクトへの全体的な評価として、アンケートの質問

①「このプロジェクトに対するあなたの全体的な評価」の結果を報告する。質問①の結果

を表1にまとめるが、回答選択肢を左列に、回答数（とその割合）を中列に、その選択肢

を選んだ理由（自由記述回答）を右列に示す。自由記述回答の表示については、各回答を

原文のまま載せ、その回答者を記号で付記する。タイ人学生2名については TS1～TS2、

ドイツ人学生3名についてはGS1～GS3、中国人学生3名についてはChS1～ChS3、カ
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ンボジア人学生1名についてはCaS1と記す。（TSはThaistudentを、GSはGerman

studentを、ChSはChinesestudentを、CaSはCambodianStudentを表す。）この学生を

表す記号は、本稿の全ての表（表1～6）に共通であり、例えば、表1でTS1として示さ

れる学生と表2でTS1として示される学生は同一人物である。
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図1 本VE活動に関する質問①～⑨



表1 質問①「このプロジェクトに対するあなたの全体的な評価」に対する回答

表1に示されるように、このプロジェクトに対する学生の全体的な評価としては、概ね

高い評価が得られた。その理由として挙げられたのは、いろいろなことが調べられたこと、

ポスターを作ったり発表したりするのが楽しかったこと、コメントをもらえるのがうれし

かったことなどの本取り組みの全体的な趣旨に深く関わるものから、日本語の発音練習が

できたこと、Zoom及びパワーポイントの使い方を練習できたことなどの限定的なものま

で、多岐に渡った。このうちVEに関わる回答としては、他県の大学の学生からコメント

をもらえるのがうれしかったとする回答だと考えられる。

３．２ VEを通した他大学の学生との交流による日本語学習意欲の喚起

本取り組みの目的の一つが、VEを通して他大学の学生と交流することで、受講学生た

ちの日本語学習意欲を喚起することであると2．2節に述べた。本節では、この目的にかか
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回答選択肢 回答数と割合 左の回答を選んだ理由（原文ママ）

とても

良かった
1（11.1％）

●（ChS3）良いところ、悪いところ、全部書けると素敵だと思いま

す。

良かった 7（77.8％）

●（TS1）たくさん資料を読んだし、いろいろなニュースを読みまし

た。もっとくわしいないようがわかりました。

●（TS2）ポスターと発表するのが文章を読みながら、発音練習もで

きるからです。

●（GS1）ZoomとPowerpointの使い方を勉強になり、プロジェク

トはいい経験だと思います。

●（GS2）Itwasfuncreatingtheposter,butitwouldhavebeeneven

betterifwecouldhavepresentedtheminsomeformofgalleryor

something.Butsadlythatwasn'tpossiblebecauseofcorona.

●（GS3）日本語でプレゼンテーションを作って、発表するという練

習が楽しくて、とくに日本人からのフィードバックはよかったです。

●（ChS1）みんなは自分で作ったポストを分かりやすく説明してと

てもいいと思います。ただし、発音、説明の技など色々な問題があっ

て、さらに進歩する可能性があります。

●（ChS2）自分の発表を見てもらってコメントをもらえるのがとて

も楽しかったです。

どちらとも

言えない
1（11.1％） ●（CaS1）意見がありません。

あまり良く

なかった
0 NA

全然良く

なかった
0 NA



る二つの質問の結果を報告する。質問③「あなたのプレゼンテーションについてブログに

書かれたコメントについて、どう思いましたか」の結果を表2に示し、質問⑧「このプロ

ジェクトを通して、日本語語学習への意欲が増しましたか」の結果を表3に示す。この二

つの質問のうち、質問③は特に日本語学習について質問したものではないが、VEによっ

て得られたコメントが発表者の日本語学習意欲に与えた影響について併せて考察する。さ

らに質問③の自由記述回答は、筆者が幾つかの種類に分類し、「回答の種類」として左列

に示す。表3には、質問⑧の選択回答数（とその割合）を中列に、その選択肢を選んだ理

由（自由記述回答）を右列に示す。（1）

表2質問③「あなたのプレゼンテーションについてブログに書かれた

コメントについて、どう思いましたか」に対する回答
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回答の種類 回答数と割合 回答（原文ママ）

コメントをも

らえること自

体への高評価

2（22.2％）

●（GS2）Ithinkit'sgreathowmanypeoplecommentedonthe

presentations!EspeciallytheopinionsoftheJapanesepeople

wereinteresting,sincewegettohearourclassmatesopinionsall

thetime,buthavingacompletelynewperspectivewasreally

nice.

●（GS3）詳しいところまでアドバイスもらうことはとても良かっ

たです。

コメントで自

身の発表が高

評価を得たこ

とによる自己

達成感・自信

の獲得

2（22.2％）

●（TS1）思ったよりいいコメントをもらいました。

●（GS1）コメントのフィードバックによると、私のプレゼンテー

ションは大体成功だと思います。ポスターを見つつ、内容に沿っ

てが分かりやすくなるは私の目的なので、他の学生たちがそう

もと思われてくれて良かったです。

コメントの助

言に基づく反

省・課題の認

識

3（33.3％）

●（ChS1）みんなはちゃんとビデオを見てコメントして誠にあ

りがとうございました。褒め言葉が多いですけれども、未熟だ

と思って、これからも頑張ります。印象深いのは「重宝」とい

う言葉の読み方の間違いを指摘してくれたことです。録画した

時に全然気づかなかったのです。ありがとうございます。

●（ChS2）内容が少なく、ポスターがよく作れなかったと思い

ました。次はもっと良くできそうです。

●（ChS3）みんなから一番問題が短いすぎです。他の発表と比

べて、そういうと思います。コメントはいいと思います。

コメントに対

する言及なし
2（22.2％）

●（TS2）他の人のプレゼンテーションから勉強ができるから、

よかったと思います。

●（CaS1）カメラの前に話すのが苦手な私にとって、ちょっと

緊張したが、いい経験になった。



表3質問⑤「このプロジェクトを通して、日本語語学習への意欲が増しましたか」に対する回答

表2に示されるように、質問③「あなたのプレゼンテーションについてブログに書かれ

たコメントについて、どう思いましたか」に対する回答については、回答が同じような内

容に偏ることなく、様々な反応が得られた。筆者が分類したところによると「コメントを

もらえること自体への高評価」、「コメントで自身の発表に高評価を得たことによる自己達

成感・自信の獲得」、「コメントの助言に基づく反省・課題の認識」などに回答がほぼ均等

に別れ、多様な効果が得られたことが示唆された。この質問の回答の中では、特に日本語

学習の意欲が喚起されたことに言及するものは少なかった。

しかし、表3に示される日本語学習意欲の増減を聞いた質問⑧「このプロジェクトを通

して、日本語語学習への意欲が増しましたか」の結果からは、9名中7名から、意欲が

「とても増した」あるいは「少し増した」という回答が得られた。自由記述回答に現れる

その理由は様々であったが、特にVEを通して繋がった静岡県立大学の学生のコメントを

意識していると思われるものは、「（GS1）日本人の学生から、ポジティブな批評をもらっ

たので、意欲が増しました」、「（GS3）日本人が面白いと思うプレゼンテーションを作れ
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回答選択肢 回答数と割合 左の回答を選んだ理由（原文ママ）

とても増した 2（22.2％）

●（TS1）もっと日本語がうまくになりたいです。

●（ChS3）みんなの発音を聞いて、ペラペラようなかっこいい

と思います。これを目指します。

少し増した 5（55.6％）

●（GS1）日本人の学生から、ポジティブな批評をもらったので、

意欲が増しました。

●（GS3）日本人が面白いと思うプレゼンテーションを作れるた

めに、日本語がもっと得意になりたくなりました。

●（ChS1）ポスター発表を通して、まだ不足しているところが

あって、これからはさらに頑張ります。

●（ChS2）旅行に行ったら、日本語ができないといろいろ不便

だと思ったからです。

●（CaS1）あるプレゼンテーションの内容は難しかったので、

もっと日本語の勉強を頑張らなければならないと感じた。

変わらない 2（22.2％）

●（TS2）あまり自分で日本語の文章を書かなかったから、日本

語の文法はあまり勉強できないと思います。

●（GS2）Thisclassdidnotreallychallengemeintermsofmy

abilitytospeakandunderstandJapaneseandhenceIdidnot

learnthatmuchinthatregard.Ididhoweverlearnafew読み

方 orfamousplacesorpeople,whichisnice.

少し減った 0 NA

とても減った 0 NA



るために、日本語がもっと得意になりたくなりました」という意見であった。これらの回

答は、発表者が見ず知らずの日本人学生に発表を見せフィードバックをもらうという、

VEによる効果を示していると考えられる。

一方、自分以外の学生のポスタープレゼンテーションの影響を受けていると思われる回

答もあり、「（ChS3）みんなの発音を聞いて、ペラペラようなかっこいいと思います。こ

れを目指します」、「（CaS1）あるプレゼンテーションの内容は難しかったので、もっと

日本語の勉強を頑張らなければならないと感じた」などがこれに該当する。

ただし、2名の学生（TS2、GS2）が「変わらない」という選択肢を選び、このプロジェ

クトによって日本語学習意欲が増すことはなかったとしている。一人（GS2）は日本語

の学習という意味では本取り組みは簡単すぎたことを示唆しているが、この学生はポスター

作成に当たっての筆者による日本語の修正および静岡県立大学の学生のコメントから学ぶ

ところはなかったと感じているようである。筆者による日本語の修正、また発表にあたっ

ての発音指導等をより充実させる必要があったと考えられる。またもう一人（TS2）は

自分で日本語の文章を書く機会が少なかったと述べているが、これについては、ポスター

上の分量を筆者がある程度指示する必要があったということを示唆している。

３．３ 三重県と母国を結ぶ広報大使としての成熟度（質問⑤⑥⑦）

日本語学習意欲の喚起に加え、本取り組みの二つ目の目的は、三重県についての調査と

発表を行った留学生が三重県と母国を結ぶ広報大使のような存在になることであるという

ことを2．2節で述べた。本節では、その達成度を測るため、三重県に対する理解の深まり

を調べた質問⑤、三重県に対する愛着の深まりを調べた質問⑥、特に母国の人々にお勧め

したい三重県の名所を調べた質問⑦の結果を報告する。質問⑤「このプロジェクトを通し

て、三重県への理解度が増しましたか」の結果を表4に、質問⑥「このプロジェクトを通

して、三重県への愛着が増しましたか」の結果を表5に、質問⑦「もし自分の国の人々が

三重県に旅行するなら、どこに行くことをおすすめしますか」の結果を表6にまとめる。

表4、表5には質問の回答選択肢を左列に、それぞれの選択肢の回答数（とその割合）を

中列に、その選択肢を選んだ理由（自由記述回答）を右列に示す。表6には、質問⑦に回

答された三重県の場所を左列に、それぞれの場所の回答数を中列に示すが、複数の場所を

回答した学生が何人かいたため、回答数（17件）は回答者数（14名）と一致しない。ま

た、お勧めする場所にコメントを添えて書いた回答者もいたので、そのコメントも右列に

記す。
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表4質問⑤「このプロジェクトを通して、三重県への理解度が増しましたか」に対する回答

表5質問⑥「このプロジェクトを通して、三重県への愛着が増しましたか」に対する回答
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回答選択肢 回答数と割合 左の回答を選んだ理由（原文ママ）

とても増した 3（33.3％）

●（GS2）NotonlydidIlearnaboutplacesorinterestingspotsI

didn'tknowofbefore,butalsoimportantpeopleandofMieand

itseconomy,whichwasquitefascinating.

●（ChS2）三重県の知らなかったところやものを知ることがで

きたからです。

●（ChS3）いいところをよく調べられました。よく了解しました。

少し増した 5（55.6％）

●（ChS1）三重県の観光地や状況についてのビデオをみて、三

重県に対する理解は増えました。

●（TS1）もっと詳しく内容が分かりました。

●（TS2）大体のプロジェクトは観光地だから、三重県について

の他のことはまだいっぱいだとおもいます

●（CaS1）皆さんが紹介したたくさんのところは自分が行った

ことあるからである。

●（GS3）ポスタープレゼンテーションのために新しいテーマを

選んだかたは少なかったので、三重県への理解は少ししか増し

ませんでした。

変わらない 1（11.1％）

●（GS1）ポスターを準備した皆さんが大体前のPPT同じテー

マについてポスターが作ったので、新しい学ぶことがあまりな

かったと思います。

少し減った 0 NA

とても減った 0 NA

回答選択肢 回答数と割合 左の回答を選んだ理由（原文ママ）

とても増した 2（22.2％）

●（TS2）プロジェクトを見ると、旅行したいからです。

●（GS2）BeforecomingtoMieandlisteningtoallthesepresenta-

tionsetc.,Iwasn'treallysurehowinterestingthisprefecture

reallyis,butIcametorealizethatithasalottoofferandthat

itisdefinitelyworthcominghere,eventhoughitisquite田舎。

少し増した 5（55.6％）

●（ChS1）最初は三重県が田舎だと思って、あまり魅力がない

です。でも、やはり地味な県も発掘できる点もあります。

●（ChS2）三重県のきれいな景色や食べ物がもっと好きになっ

たからです。

●（ChS3）いい景色を多く知りました、行きたいです。

●（TS1）まだいろいろな観光地に行きたいです。

●（GS3）もうマックスだったからです。



表6質問⑦「もし自分の国の人々が三重県に旅行するなら、

どこに行くことをおすすめしますか」に対する回答

まず、三重県への理解度についての質問⑤へのGS1とGS3の回答（表4）、そして三

重県への愛着についての質問⑥へのGS1の回答（表5）が、本取り組みのプレゼンテー

ションが新しいテーマではなかったため学ぶところが少なかったとしていることについて

説明したい。前述（2．3．1）の通り、7月の本取り組みに先立って、5月に本科目の受講生

達は三重県に関する何かのパワーポイント作成を行っており、全10名の受講生のうち6

名が、その5月のパワーポイント作成に選んだテーマと同じテーマを、7月の本取り組み

でも扱った。そのため、その6名のポスター発表の内容は5月の時点で既習であったこと

が、これらGS1とGS3の回答に反映されていると考えられる。

（前段に説明されたGS1とGS3の回答を除き）表4および表5に見られる質問⑤、
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変わらない 2（22.2％）

●（GS1）前より愛着が増しませんでした。紹介されたテーマは

新しくないですから。

●（CaS1）三重県は素晴らしいところがたくさんあるとずっと

知っていたので、愛着があまり変わなかった。

少し減った 0 NA

とても減った 0 NA

回答の種類 回答数と割合 自由記述コメント（原文ママ）

伊勢神宮 4（23.5％）
●（ChS1）やはり伊勢神宮です。伊勢神宮内宮の近くにあるう

どん屋はとても美味しいです。すすめです。

夫婦岩 3（17.6％） ●（TS2）綺麗な場所で日本の伝統的と文学も楽しめるからです。

鳥羽 3（17.6％）

●（TS1）私はまだとばにいくことがないので、ただ一緒に行く

ならいいと思ういます。また鳥羽はいろいろな観光地がありま

す．例えば、みきもととか鳥羽水族館。

横山展望台 3（17.6％）

●（CaS1）三重県について言うと伊勢神宮やなばなの里や伊賀

流博物館などよく知られているので、別のあまり知られていな

いところを紹介したい。そのため私が紹介した横山展望台を進

めたい。

赤目四十八滝 2（11.8％）
●（GS1）その場所は綺麗だし、日本の自然が楽しめるし、いい

経験だと思います。

ナガシマ

スパーランド
1（5.9％）

山の方の自然 1（5.9％）



⑥への回答からは、概ね三重県への理解度および愛着が増したものと解釈できる。三重県

への理解度と愛着が増した理由としては、自身の発表のために三重県のことについて調査

ができたから、または自分以外の学生の発表を見ていろいろな場所を知ることができたか

らというものが多い。後者の理由づけについては、特に質問⑤と質問⑥に対して「とても

増した」と回答したそれぞれ2名の学生の、これまで知らなかった三重県のところなどを

知ることができたとする記述に反映されている。また、表6に示される、質問⑦「もし自

分の国の人々が三重県に旅行するなら、どこに行くことをおすすめしますか」に対する回

答についてであるが、5名が、自分自身が発表したテーマとは別の場所（他の学生が発表

した場所）をお勧めの旅行先として挙げている。この結果からは、学生達が、自分が詳し

く知らなかった場所についての自分以外の学生のポスター発表を見ることによってその場

に魅力を感じたという可能性が示唆される。

５．おわりに

本稿は、外国人留学生を対象とした三重大学の科目において、VEを用いて、他県の大

学生に三重県について発表する取り組みの実践を報告したものである。その目的は、第一

に日本語学習意欲を喚起すること、第二に三重県と母国をつなぐ広報大使のような人材を

育成することであった。第一の日本語学習意欲については、見ず知らずの他県の大学生に

発表を視聴してもらい、コメントを得ることによって、自分の日本語能力に対する自信の

獲得や課題の認識などの効果が得られ、さらに自分以外の学生のポスター発表を視聴する

ことによっても日本語学習への意欲が喚起されたことが確認された。また、第二の目的で

ある三重県と母国をつなぐ広報大使となり得る可能性についても、アンケートへの回答か

ら、一定の効果が得られたと解釈できる。ただし、本取り組み前後における日本語学習意

欲（表3）、三重県への理解度（表4）、三重県への愛着（表5）の増減を調べた質問への

回答として、最上位の選択肢（「とても増した」）を選んだ学生は少なかったことに留意す

る必要がある。これらの質問に対して最も多くの回答数を集めたのは「少し増した」とい

う選択肢であり、受講学生達が担当教員である筆者に対して忖度した可能性も考慮すると、

筆者が期待したような効果が十分に得られたとは断言できない。実際に本取り組みの目的

が達せられたかについては、来学期以降も本取り組みと同様VEを用いた試みと事後アン

ケート調査を行い、学生に及ぼされる効果を継続的に調査することが必要であると考える。

さらに、次回以降の取り組みにおいては、学習効果を高めるために、他大学の学生と相互

にプレゼンテーションを視聴しあう取り組みについて検討することを記し、本稿の結語と

したい。
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［注］

（1）本稿3．2節に報告される内容のうち、表2に示される「VEを通した他大学の学生との交流に

よる日本語学習意欲の喚起」については、正路（2021）「COILによる交流活動と日本語学習意欲

の喚起（印刷中）」『全国語学教育学会日本語教育研究部会ニュースレター』vol.17（3）において

も報告予定である。
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１．はじめに

本稿は、三重大学地域人材教育開発機構グローバル人材教育開発部門が、外国人留学生

を対象として実施した、三重県内企業・団体でのインターンシップ終了後のアンケートの

結果に基づいて、外国人留学生たちの就職に対する意欲にどういった変化が見られたかを

調査したものである。ここでいう意欲の変化とは、彼、彼女らがインターンシップの経験

を通して、日本で就職したいという意欲が増したか（または意欲が生まれたか）、またイ

ンターンシップ先の企業に就職することについて欲が増したか（または意欲が生まれたか）

ということである。

２．インターンシップの効果

2014年に文部科学省・厚生労働省・経済産業省がまとめた「インターンシップの推進

に立っての基本的考え方」1）よると、インターンシップに参加することにより「学生が自

己の職業適性や将来設計について考える機会となり、主体的な職業選択や高い職業意識の
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インターンシップによる外国人留学生の日本での
就職に対する意欲の変化について
―終了後のアンケート結果から―

正路 真一・福岡 昌子・松岡知津子

EffectsofInternshiponInternationalStudents・Motivationsto

WorkinJapan:Post-internshipQuestionnaireResearch

SHHOOJJIIShinichi,FUUKKUUOOKKAAMasako,MAATTSSUUOOKKAAChizuko

〈Abstract〉

Theobjectiveofthisresearchistoinvestigatewhetheranexperienceofinternship

inJapanwouldmotivateinternationalstudentstoobtainafull-timejobinJapan.

Theresultsofthequestionnairesfortheinternationalstudentswhoparticipatedin

internshipsshowthatthemotivationincreasedforahalfofthestudents,yetthe

motivationwasnothighenoughforthemtodecidetoworkinJapan.Moreover,

motivationsofthestudents,whohadalreadyhadclearcareerplansinthefuture,did

notchangebeforeandaftertheinternship.
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育成が図られる。また、これにより、就職後の職場への適応力や定着率の向上にもつなが

る」ことがインターンシップの効果として挙げられている。また、日本人学生のインター

ンシップを対象とした先行研究2－4）によると、インターンシップに参加することにより、

「働くことは楽しいと思った（pp.69-70）」2）、「社会人になることが楽しみになってきた

（pp.175-176）」3）「就職活動への意識が高まった（p.33）」4）、「こういう職場で働きたいと思

えるインターンシップだった（p.33）」4） などとする学生の感想が多く報告されている。こ

うした報告は、インターンシップが就職に対する学生の意欲を増すことを示唆している。

本稿は、前段の先行研究が主張しているような、インターンシップによって就職意欲が

喚起されるという効果が、筆者らが実施している外国人留学生を対象としたインターンシッ

プにおいても得られたか否かを調べたものである。本稿の調査対象としたのは筆者らが

2017年度以来継続的に実施しているインターンシップ事業の中で、特に2018年度後期か

ら2019年度にかけてのインターンシップに参加した留学生のアンケート回答に基づくも

のである。これに先立って、2017年度から2018年度に実施したインターンシップ事業で

は、その参加学生の多くが短期留学生、交換留学生であったことから、就職につながるも

のとしてよりも日本語演習の場としてインターンシップを実施したのだが、参加留学生へ

のアンケートの中で「就職に役立つ」という感想が散見された5）。そこで2018年度後期

からのインターンシップにおいては、終了後アンケートの質問を改定し、就職に関する質

問を加えた上で実施した。その就職に関する質問への回答と考察を、本稿で報告する。

３．インターンシップの概要

インターンシップ終了後アンケートに回答した外国人留学生の基本的情報とその受け入

れ先企業・団体、およびインターンシップ時期・日数を表1にまとめる。表1の「受け入

れ企業・団体」の列には同じ企業または団体の名前が複数回現れているが、これは同一の

企業・団体が複数回インターン留学生を受け入れたことを意味する。また、「インターン

留学生の出身国・性別」の列にはアルファベットが付記されているものがあるが、これは

同一の留学生であるか否かを示すものである。例えば「韓国・男A」が複数回現れてい

るが、これは同一人物であり、「韓国・男B」とは別人である。従って、この報告の対象

となった受け入れ企業・団体は計9つ（延べ14）であり、インターン留学生は計14名

（延べ17名）である。このうち、⑪の韓国人学生の時期・日数として、もともとの日数を

短縮して中止したという記述があるが、これは、当該留学生がインターンシップ初日終了

後に残りの日程の参加を止めたいと申し出たものである（理由は表3の回答bを参照）。

大部分のインターン留学生は留学期間が1学期ないしは2学期の短期留学生であるが、
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これは筆者らが受け持つ授業を受講している学生の大多数が短期留学生であるため、口頭

で参加を呼びかけることができたのが主に短期留学生であったことに起因すると思われる。

なお、本インターンシップ事業に関連するその他の詳細（インターンシップの時期と期間

の設定、インターンシップ事前学習としてのビジネス日本語講座の実施等）は別稿5）に詳

しく報告されている。

表1に示されたインターンシップの終了後に、参加留学生を対象としてアンケートを実

施した。実際のアンケートでは11個の質問を設けたが、問1～11のうち、就職に関わる

ものは下の問5、 6、 7の三つである。

● 質問5．日本で就職することについて、今、どう思いますか。（回答選択肢を選び、そ

の選択肢を選んだ理由を自由記述）

● 質問6．インターンシップをして、日本で就職することについて気持ちが変わりました

か。（回答選択肢を選び、その選択肢を選んだ理由を自由記述）

インターンシップによる外国人留学生の日本での就職に対する意欲の変化について－終了後のアンケート結果から－
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受け入れ企業・団体（受け入れ時期・日数） インターン留学生の出身国･性別（短期･正規）

① 国際交流団体（2018年度11月・5日間） 韓国・男A（短期留学生）

② 日韓交流団体（2018年度11月・1日間） 韓国・男A（短期留学生）

③ 日韓交流団体（2018年度11月・1日間） 中国・女A（短期留学生）

④ リゾート宿泊施設（2018年度11月・5

日間）

中国・女B（短期留学生）

⑤ 観光施設（2018年度3月・5日間） タイ・男A、タイ・男B（短期留学生）

⑥ IT企業（2019年度5?7月・10週間 フランス・男（短期留学生）

⑦ 日韓交流団体（2019年度6月・2日間；

ただしスウェーデン出身の学生は初日だけ

参加）

韓国・男B（短期留学生）

イギリス・女A（短期留学生）

スウェーデン・女A（短期留学生）

⑧ リゾート宿泊施設（2019年度6月･4日間） イギリス・女A（短期留学生）

⑨ 国際交流団体（2019年度6月・5日間） スウェーデン・女A（短期留学生）

⑩ 農業関係企業（2019年度7月・1日間） 中国・男A（短期留学生）

⑪ 国際交流団体（2019年度7月・1日間；

もともと3日間の予定だったものを初日限

りで中止）

韓国・女（正規学部生）

⑫ 英会話教室（2019年度8月・3日間） インドネシア・女（正規大学院生）

⑬ 国際交流団体（2019年度11月・4日間） 中国・女C（短期留学生）

⑭ リゾート宿泊施設（2019年度11月・４日間） 中国・男B（大学院研究生）

表1 インターン留学生と受け入れ企業・団体一覧



● 質問7．今回インターンシップをした会社に就職したいと思いますか。（回答選択肢を

選び、その選択肢を選んだ理由を自由記述）

この三つ以外の質問の結果についての考察は稿を改めることとし、本稿はこの質問5、

6、 7に絞ってインターン留学生の回答を報告、考察する。 なお、質問5、 6、 7以外

の質問と回答選択肢を含めたアンケートの全体注1については文末注に示す。

４．アンケート調査の結果

４．１日本で就職することについてどう思うか

この節では、「5．日本で就職することについて、今、どう思いますか」という質問に対

する留学生の回答を報告する。この質問に対して筆者らが与えた回答選択肢と、その回答

選択肢を選んだ理由を書かせた自由記述回答を含め、表2にまとめて記す。それぞれの自

由記述回答の後に回答学生とその学生のインターンシップ先を付記する。また、自由記述

回答に併記したインターンシップ先と学生情報は（「①国際交流団体／韓国・男」など）、

表1と対応している。なお、自由記述回答における日本語の文法、語彙等の間違いについ

ては、筆者らが修正の上表に記述する。

表2アンケート結果：質問5「日本で就職することについて、今、どう思いますか」
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回答選択肢 回答数（計14）および自由記述回答（左の回答選択肢を選んだ理由）

a．日本で実際に

就職したいと考

えている

回答数4（28.6％）

●自由記述回答：

・インターンシップの雇い主や周りの田舎の人が優しかった。伊勢志摩で、

このゲストハウスのような仕事をして働きたい。（⑧リゾート宿泊施設

／イギリス・女A）

・日本の仕事の習慣が好きだから。（⑥IT企業／フランス・男）

・日本の先進技術を学びたいから。（⑦日韓交流団体／韓国・男B）

・家族の原因（③日韓交流団体／中国・女A）

b．日本で就職す

ることに興味は

あるが、まだ実

際に就職するか

どうかわからな

い

回答数5（35.7％）

●自由記述回答：

・就職についてまだ考えていないから（⑭リゾート宿泊施設／中国・男B）

・日本で就職するか母国で就職するかまだ考えている。（④リゾート宿泊

施設／中国・女B）

・日本の会社の給料、福祉の情報がわからないからまだ悩んでいる。（①

国際交流団体・②日韓交流団体／韓国・男A）

・自分の力がまだ足りないと思う（⑤観光施設／タイ・男A）

・インターンシップの仕事は楽しかったがまだ分からない（⑦日韓交流団

体・⑨国際交流団体／スウェーデン・女A）



表2に示される回答を、日本での就職に意欲的な回答（「a．日本で実際に就職したいと

考えている」）、日本での就職に意欲的でも消極的でもない回答（「b．日本で就職するこ

とに興味はあるが、まだ実際に就職するかどうかわからない」）、日本での就職に消極的な

回答（「c．日本で就職することに興味はあるが、多分しないと思う」および「d．日本で

就職したいと思わない」）の3種類に分けると、その回答数は順に4、5、5と均衡した結

果となった。

日本での就職に意欲的な回答（選択肢a）をした4名の学生、および意欲的でも消極的

でもない回答（選択肢b）をした5名の学生の自由記述回答の内容は様々であり、一定の

傾向を見出すことはできなかった。（また選択肢aを選んだ中国人の女子学生Aの「家族

の原因」という自由記述回答は、その意味するところが不明である。）一方、日本での就

職に消極的な回答（選択肢c,d）をした5名の学生のうち2名（⑬国際交流団体／中国・

女C；⑤観光施設／タイ・男B）は、自身に明確な目的意識があり、それが日本での就職

に繋がらないという点で共通している。また、日本での就職に消極的な学生には、自由記

述回答の記述がない学生が2名いた。

４．２ インターンシップをして日本で就職することに対する気持ちが変わったか

この節では、「6．インターンシップをして、日本で就職することについて気持ちが変わ

りましたか」という質問の回答を表3にまとめて報告する。ただし、当該質問への回答が、

「日本での就職」に対する気持ちというよりも、質問7で聞いている「インターンシップ

先への就職」に対する気持ちを書いていると判断される学生がおり（⑧リゾート宿泊施設

／イギリス・女Aなど）、これらの学生は質問6と質問7を混同している可能性があるこ

とを留意する必要がある。
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c．日本で就職す

ることに興味は

あるが、多分し

ないと思う

回答数3（21.4％）

●自由記述回答：

・母国で国際交流に関わる仕事がしたいから。（⑬国際交流団体／中国・

女C）

・他にやりたいことがあるから。（⑤観光施設／タイ・男B）

・記述なし（⑩農業関係企業／中国・男A）

d．日本で就職し

たいと思わない

回答数2（14.3％）

自由記述回答：

・記述なし（⑪国際関係団体／韓国･女；⑫英会話教室／インドネシア･女）



表3 アンケート結果：質問6「インターンシップをして、

日本で就職することについて気持ちが変わりましたか」

表3に示される回答を、日本での就職意欲が増したことを意味する回答（「a．就職した

いという気持ちが増した」）、日本での就職意欲が減退したことを指す回答（「b．就職し

たいという気持ちが減った」）、変化がなかったという回答（「c．変わらない」）の3つに

分けると、その回答数は順に7、 1、6となっている。就職意欲を削がれた留学生は1人

しかおらず、留学生のインターンシップ経験が、就職意欲を増進したかあるいは変化を与

えなかったかのどちらかであるという結果が得られた。

４．３ 今回のインターンシップ先の企業・団体に就職したいと思うか

この節では、「7．今回インターンシップをした会社に就職したいと思いますか」とい

う質問の回答を表4にまとめて報告する。この質問に関しては、複数のインターンシップ

に参加した学生がそれぞれのインターンシップ先について異なる回答をしている場合（韓
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回答選択肢 回答数（計14）および自由記述回答（左の回答選択肢を選んだ理由）

a．就職したいと

いう気持ちが増

した

回答数7（50.0％）

●自由記述回答：

・インターンシップ先で、田舎の人々が優しく、協力して働いていること

を知った。自然環境にも恵まれた人々が良い雰囲気を作っており、私も

その中で働きたいと思った。（⑧リゾート宿泊施設／イギリス・女A）

・インターンシップ先の職場の雰囲気が良かったから。（①国際交流団体・

②日韓交流団体／韓国・男A；⑤観光施設／タイ・男A）

・社員の方々が優しかったから。（③日韓交流団体／中国・女A；④リゾー

ト宿泊施設／中国・女B）

・インターンシップでやった、外国人を助ける仕事が、自分が求めている

仕事だった。（⑦日韓交流団体・⑨国際交流団体／スウェーデン・女A）

・記述なし（⑭リゾート宿泊施設／中国・男B）

b．就職したいと

いう気持ちが減っ

た

回答数1（7.1％）

●自由記述回答：

・インターンシップ先の1人の職員の、人を見下す態度が嫌だったから。

（⑪国際関係団体／韓国・女）

c．変わらない

回答数6（42.9％）

●自由記述回答：

・もともと日本で働きたいと思っていた。（⑥IT企業／フランス・男）

・もともと日本で就職する意思はない（⑫英会話教室／インドネシア・女）

・インターンシップ先の仕事は自分の専攻とは関係なかったから。（⑦日

韓交流団体／韓国・男B）

・記述なし（⑤観光施設／タイ・男B；⑩農業関係企業／中国・男A；⑬

国際交流団体／中国・女C）



国・男A；スウェーデン・女A）と、複数のインターンシップに参加した学生が一つの

インターンシップ先についてのみ回答した場合（イギリス・女A）とを含んでいるため、

回答数は延べ16となっている。

表4に示される通り、インターンシップ先への就職に意欲的な回答（「a．したいと思う」）

は6名、消極的な回答（「b．したいと思わない」）は9名、そのどちらでもない回答（「c．

分からない」）は1名であった。つまり消極的な回答が優勢となった。

インターンシップ先に就職したいと思うと回答した学生の理由は様々であり、一定の傾

向を見出すことは難しい。一方インターンシップ先に就職したいと思わないと回答した学

生は、大きく2つのグループに、つまり他にやりたいことがあることを理由に挙げた6名

の学生と、インターンシップ先の仕事が自分の目指すものでなかったことを理由に挙げた

3名の学生に分けられる。

表4 アンケート結果：質問7「今回インターンシップをした会社に就職したいと思いますか」

インターンシップによる外国人留学生の日本での就職に対する意欲の変化について－終了後のアンケート結果から－

―139―

回答選択肢 回答数（計16）および自由記述回答（左の回答選択肢を選んだ理由）

a．したいと思う

回答数6（37.5％）

●自由記述回答：

・雇い主や周りの田舎の人が優しかった。（⑧リゾート宿泊施設／イギリ

ス・女A）

・人と関わる仕事が素敵だと思ったから。（①国際交流団体／韓国・男A）

・母国の文化を紹介することに興味が湧いたから。（⑦日韓交流団体／韓

国・男B）

・インターンシップでやった外国人を助ける仕事が、自分が求めている仕事

だった。（質問6の回答と同じ）（⑨国際交流団体／スウェーデン・女A）

・記述なし（②日韓交流団体／韓国･男A；⑩農業関係企業／中国･男A）

b．したいと思わ

ない

回答数9（56.3％）

●自由記述回答：

・日韓関係に限らない国際的な仕事がしたいから。（⑦日韓交流団体／ス

ウェーデン・女A）

・自分がやりたい仕事は、インターンシップ先でやった業務とは違ったか

ら。（⑥IT企業／フランス・男）

・他にやりたいことがあるから。（⑬国際交流団体／中国・女C；⑤観光

施設／タイ・男A；⑤観光施設／タイ・男B）

・母国で就職したいから。（⑫英会話教室／インドネシア・女）

・ホテル業は体力的にしんどいから。（⑭リゾート宿泊施設／中国・男B）

・自分は中国人だから、インターンシップ先である韓国系の団体には適さ

ない。（③日韓交流団体／中国・女A）

・インターンシップ先の職員の、人を見下す態度が嫌だったから。（質問

6の回答と同じ）（⑪国際関係団体／韓国・女）



５．結語と課題

本稿は、外国人留学生を対象としたインターンシップが、留学生の日本での就職意欲に

変化を与えるかどうかを調べたものである。結論としては、変化を与えられる学生は一定

数いるものの、インターンシップの前に既に自分がやりたいことを確立している学生には

変化が見られないとまとめられる。ただし、本調査の中で未だ不明な点は、前章の最後に

述べた「日本での就職意欲の増減に寄与する最も大きな理由は、インターンシップ先企業

の職員の親切さや職場の雰囲気の良さであるが、これが必ずしもそのインターンシップ先

への就職意欲に繋がるわけではない」という点かと思われる。インターンシップ先の職員

が親切で職場の雰囲気が良いことによって、日本で就職したくはなるが、そのインターン

シップ先には就職したくないとは、筋が通っていないように思われる。この結果をもたら

した留学生の心理を解明することが今後の課題である。

注

アンケート全文は以下の通りであった。

1．どんな仕事をしましたか。

2．インターンシップの全体的な感想を教えてください。

a．とても良かった

b．まあまあ良かった

c．良くも悪くもなかった

d．あまり良くなかった

e．全然良くなかった

f．その他：

→ どうしてその回答を選びましたか：

3．大変だったことは何ですか。

a．仕事がつまらなかった

b．仕事がいそがしかった

c．仕事がむずかしかった

d．日本語がむずかしかった I

e．会社の人とのコミュニケーションが難しかった

三重大学国際交流センター紀要2021 第16号（通巻第23号）

―140―

c．分からない

回答数1（6.3％）

●自由記述回答：

・日本で就職するか母国で就職するかまだ考えている。（質問5の回答と

同じ）（④リゾート宿泊施設／中国・女B）



r．通勤が大変だった

g．その他：

h．なかった

4．インターンシップをして、前より日本語が上手になったと思いますか。

a．上手になったと思う

b．変わらないと思う

→ どうしてその回答を選びましたか：

5．日本で就職することについて、今、どう思いますか。

a．日本で実際に就職したいと考えている

b．日本で就職することに興味はあるが、まだ実際に就職するかどうかわからない

c．日本で就職することに興味はあるが、多分しないと思う

d．日本で就職したいと思わない

→ どうしてその回答を選びましたか：

6．インターンシップをして、日本で就職することについて気持ちが変わりましたか。

a．就職したいという気持ちが増した。

b．就職したいという気持ちが減った。

c．変わらない

→ どうしてその回答を選びましたか：

7．今回インターンシップをした会社に就職したいと思いますか。

a．したいと思う

b．したいと思わない

c．わからない

→ どうしてその回答を選びましたか：

8．このインターンシップを、後輩の留学生におすすめしますか。

a．おすすめする

b．おすすめしない

→ どうしてその回答を選びましたか：

9．このインターンシップを、後輩の学生がすることが決まったら、その後輩にアドバイスはあり

ますか。

10．このインターンシップについて、「改善したほうがいい」、「直したほうがいい」と思うことは

何ですか。

11．その他のコメント・感想
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１．はじめに

日本の就職マーケットにおいて外国人材の活用が叫ばれて久しい。外国人は日本人とは

異なる視点をもって日本の成長戦略に資すると考えられ、さらに少子高齢化に伴う労働力

不足を緩和するリソースとしても期待されている（守屋 2012,島田 2017,柳 2017,平田

2011,末廣 2013,中橋・ショーン 2018,猪俣・高橋・冨田 2018）。一方、外国人留学生

たちも、日本での就職を希望する者が増え続けている。日本学生支援機構（JASSO）が

日本の高等教育機関（専門学校、語学学校含む）に在籍する外国人留学生を対象として

2～3年毎に実施している「私費外国人留学生生活実態調査」の進路希望調査の詳細を表

に示す。なお、2009年、2011年の調査の回答選択肢と2013年、2015年、2017年の調査

の回答選択肢が異なっている（「起業」という選択肢の有無）ので、それぞれ表1、表2

に分けて示す。
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企業が外国人留学生に求めるもの
―インターン受け入れ企業・団体へのアンケート調査から―

正路 真一・福岡 昌子・松岡知津子

WhatCompaniesRequireforInternationalStudents:

AQuestionnaireResearchwithCompaniesthatAcceptedInternational-StudentInterns

SHHOOJJIIShinichi,FUUKKUUOOKKAAMasako,MAATTSSUUOOKKAAChizuko

〈Abstract〉

Thisstudyreportstheoutcomeofaquestionnaire-basedresearch,whichwas
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表1および2から分かるように、（少なくとも2009年から直近の2017年のJASSOの

調査結果において）外国人留学生の卒業後の進路希望として常に最も多くの回答を得てい

るのは「日本における就職」であり、その数値が50％を切ったことはない。また、その

次に多くの回答を得ているのは常に「日本での進学希望」であり、その数値も常に40％

以上である。これらから、日本に留まることを希望する外国人留学生がいかに多いかがう

かがえる。

２．外国人留学生の就職を困難とする要因

前章で示したように、多くの外国人が日本での就職を望んでいるとは言え、外国人留学
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2009年 2011年

日本において進学希望 44.6％ 49.6％

日本において就職希望 56.9％ 52.2％

出身国において進学希望 3.6％ 4.2％

出身国において就職希望 28.5％ 27.8％

日本・出身国以外の国において進学希望 10.3％ 8.5％

日本・出身国以外の国において就職希望 7.6％ 7.2％

まだ決めていない 7.1％ 5.7％

不明 2.0％ 1.4％

表1 2009年、2011年の外国人留学生の進路希望（複数回答可）

（JASSO「平成21年度・平成23年度私費外国人留学生生活実態調査」を基に作成）

2013年 2015年 2017年

日本において進学希望 45.2％ 50.4％ 51.5％

日本において就職希望 65.0％ 63.6％ 64.6％

日本において起業希望 8.7％ 10.8％ 10.8％

出身国において進学希望 3.4％ 5.3％ 5.7％

出身国において就職・起業希望 26.4％ 20.0％ 18.4％

日本・出身国以外の国において進学希望 5.7％ 5.9％ 6.2％

日本・出身国以外の国において就職・起業希望 4.0％ 5.8％ 5.2％

まだ決めていない 4.0％ 6.0％ 5.2％

不明 0.3％ 0.8％ 1.0％

表2 2013年、2015年、2017年の外国人留学生の進路希望（複数回答可）

（JASSO「平成25年度･平成27年度･平成29年度私費外国人留学生生活実態調査」を基に作成）



生たちにとって日本での就職は容易ではない。本章では、外国人留学生の就職を困難とす

る要因について、先行研究の指摘から考えてみたい。外国人留学生が日本で就職を志す場

合にまずその壁となるのが、日本独特の就職活動の形態である。例えば、自己分析とエン

トリーシートの記入、SPI筆記試験、グループ面接や集団面接を含む複数回の面接などの

多様な審査が複合的に組み合わされた日本の就職活動は、留学生にとっては全体的な流れ

が分かりにくい（リクルート 2017,中橋・ショーン 2018）。そしてこうした多様な段階

を含む就職活動が実際に就職する一年以上前から開始するというスケジュールの長さも、

外国人留学生には想定しにくいものである（守屋 2012,正路・福岡・松岡 2019）。福岡・

趙（2011）の企業を対象としたアンケート調査（回答社数300社）では、採用の方法とし

て「教育機関（大学等）からの紹介（37.0％）」が最も多く、次いで「従業員・取引先等

からの紹介（18.5％）」が多いと報告されているが、この結果は、通常の煩雑な就職活動

を通して職を得るよりもコネクションをきっかけに就職に成功している留学生が多いとい

う可能性を示唆している。さらに、こうした長い過程のなかで、学生の能力や専門性が審

査されることは少なく、適正、性格診断、やる気の有無、印象に基づく判断などを基準と

して採用の可否が決まることも、職務主義の慣行を取っている海外諸国の留学生にとって

は理解しがたい（中橋・ショーン 2018）。

加えて、日本人とは異なる発想や視点を持つ人材として外国人留学生が注目されている

ことは前述のとおりであるが、これに相反して企業側が求める人材は特に外国人である強

みを生かせるものである場合が少ないことも、外国人留学生の就職促進を阻んでいる理由

であると考えられる。例えば、株式会社ディスコ（2010）の企業を対象とした調査による

と（回答社数923社）によると、7割以上の企業が、文系、理系共に留学生の採用におい

て日本人と区別することはないとしており、また文部科学省（2019）の企業を対象とした

調査によると、就職活動において外国人留学生に重視してほしい点として最も多く挙げら

れたのが日本語能力（回答38.9％）であり、次いで多く挙げられているのが、日本企業

における働き方を理解すること（回答 36.9％）である。また、先に挙げた福岡・趙

（2011）の調査では、留学生に求める最低限の能力として、「日本語での会話ができること

（60.0％）」と「日本の会社で長期間働く意欲と心構えが明確であること（49.0％）」が全

回答の大半を占めている。日本語能力に関しては、企業が外国人留学生に求める日本語能

力の水準は実務を遂行するに足るレベルの日本語能力であり、これは留学生たちが大学で

学ぶことができる日本語能力とは全く異なると言える。企業が求める日本語能力とは接客、

営業、電話やメールでの対応、そして会議に適応できるレベルのものである（守屋 2012,

中原・ショーン 2018）。しかし大学で習得できる日本語能力とはレポートの作成やプレゼ
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ンテーション、ディスカッションをすることができる程度のものであり、留学生の就職支

援として「ビジネス日本語講座」や「ビジネスマナー講座」を実施している大学でも企業

の期待を満たすレベルの内容はカバーできていないのが現状である（守屋 2012）。その結

果、実務を遂行できるほどの日本語能力を備えている外国人留学生は極めて少なく（恒松

2011,2014）、企業がビジネスで通用すると判断できるレベルの日本語能力は多くの留学

生が学生時代に習得できていない（向山・村野・山辺 2019）。ただし一点留意すべきは、

「実務遂行能力の不足」とは、日本語能力の不足による実務遂行能力の不足と、語学力と

は無関係に、経験不足等による実務遂行能力の不足の両方を含んでいると考えられること

である。実務遂行能力の不足が語学力の不足に起因しているかどうかを見極めるのは困難

であるが、本稿では、実務遂行不足が語学力不足と関わるケースに焦点を当てることとす

る。

上記に加え、外国人が日本企業で働くには「和を以て貴しとなす」といった日本の文化

に順応する必要がある。同質性と集団性を重んじ、相手を傷つける、困らせる、相手に恥

をかかせる、といった言語行動を極力避ける傾向が高い日本人は、直接的な言語表現を避

け、メッセージが正確に伝わっているかどうかをある程度受信者の解釈に任せなければな

らない（楊・曹 2015）。そのため、受信者にはメッセージの趣旨を察する能力が求められ

るが、この「察し」の能力は外国人留学生にとっては習得が難しい。守屋（2012）の報告

によると、「（外国人の就業者にとって）日本人従業員からのメールはメールの趣旨がわ

からない場合が多く、メールの発信者の日本人従業員にそのメールの趣旨を電話で確認を

した」という意見が挙げられた。

上記の先行調査報告から読み取れるのは、外国人としての強みを持った人材ではなく、

「より日本人化した留学生（守屋 2012,p.32）」、つまり日本人と同じように働ける能力を

有した人材が求められているのであり、新卒採用人材に期待される要件は日本人学生に求

められるものと変わらないと言える（山本・糸川・渋谷・副島・戸坂・星野 2008）。この

基準に鑑みると外国人留学生が日本人学生に先んじて採用される要素はほぼないように思

われる。

３．調査の概要

前章に、外国人留学生が日本での就職に苦戦する要因として、①日本独特の就職活動の

形態、②日本語能力の不足とこれに伴う実務能力の不足、③日本的な「和」の文化に適応

する必要性、の3つを挙げた。本稿では、この中で特に②日本語能力の不足とこれに伴う

実務能力の不足について、外国人留学生をインターンとして受け入れた企業・団体を対象
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アンケートを行い、企業・団体が外国人留学生の実務能力、日本語能力をどう評価したか

を調査した。

筆者らは2017年から継続して三重大学の外国人留学生を対象とした三重県内企業・団

体におけるインターンシップ事業を実施しているが、インターンシップが終了した後、イ

ンターン留学生及び受け入れ企業・団体を対象とした終了後アンケートを行っている。本

稿は特に2018年度後期から2019年度に実施した留学生インターンシップの中で、アンケー

トを提出した受け入れ企業・団体の回答を報告するものである。アンケートに回答して提

出した企業・団体の一覧を、その企業・団体でインターンシップを行なった留学生の基本

的情報およびインターンシップ時期・日数を表3にまとめて示す。なお、同一の企業・団

体が複数の期間に異なるインターン留学生を受け入れた例が多くあった。具体的には、表

3の受け入れ企業・団体を示した左列の①、⑦、⑩は同一の団体、②、③も同一の団体、

そして④、⑪も同一の企業である。また、インターン留学生を示した右列の中で①、②に

ある「韓国・男A」は同一人物であるが、その他の留学生は全て別人である。

表3の通り、全てのインターン受け入れ企業・団体は三重県内のものであり、インター

ン留学生たちの就業場所も三重県内である。これらの企業・団体を対象にインターンシッ

プ終了後にアンケートを実施した。アンケートの質問は以下の通りであるが、回答選択肢

の内容を含めた全体については文末注に示す。アンケートの1～9の質問のうち、本稿で

は特にインターン留学生の日本語能力について聞いた質問2、 実務能力について聞いた
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受け入れ企業・団体 受け入れ時期・日数
インターン留学生の出身国・性別

（短期留学生または正規学生）

①国際交流団体 2018年度11月（5日間） 韓国・男A（短期留学生）

②日韓交流団体 2018年度11月（1日） 韓国・男A（短期留学生）

③日韓交流団体 2018年度11月（1日） 中国・女A（短期留学生）

④リゾート宿泊施設 2018年度11月（5日間） 中国・女B（短期留学生）

⑤観光施設 2018年度3月（5日間） タイ･男A、タイ･男B（ともに短期留学生）

⑥リゾート宿泊施設 2019年度6月（4日間） イギリス・女A（短期留学生）

⑦国際交流団体 2019年度6月（5日間） スウェーデン・女A（短期留学生）

⑧農業関係企業 2019年度7月（1日） 中国・男A（短期留学生）

⑨英会話教室 2019年度8月（3日間） インドネシア・女（正規大学院生）

⑩国際交流団体 2019年度11月（4日間） 中国・女C（短期留学生）

⑪リゾート宿泊施設 2019年度11月（4日間） 中国・男B（大学院研究生）

表3 インターン留学生受け入れ企業・団体一覧



質問3、そしてインターン留学生を正規採用する可能性について聞いた質問5についてま

とめ、報告する。

1．インターンシップに対する全体的なご感想をお聞かせください（回答選択式・そ

の選択肢を選んだ理由を自由記述）

2．インターン学生の日本語能力についてどう思いましたか（回答選択式・その選択

肢を選んだ理由を自由記述）

3．インターン学生の実務能力についてどう思いましたか（回答選択式・その選択肢

を選んだ理由を自由記述）

4．インターン学生の態度や人間性についてどう思いましたか（回答選択式・その選

択肢を選んだ理由を自由記述）

5．このインターン学生が貴社に就職すると仮定したら、やっていけると思いますか

（日本語能力、実務能力、就業態度などを鑑みて）．（回答選択式・一部自由記述）

6．インターン学生が特に苦労していることはありましたか（複数回答可）（回答選択式）

7．今後もしインターン学生を受け入れることになった場合、就業前に大学で教えておい

てほしいこと、注意しておいて欲しいことがありましたらお書きください（自由記述）

8．今後もしインターン学生を受け入れることになった場合、手続きのやり方等を含

め、大学に対するご要望がありましたらなんでもお書きください（自由記述）

9．今後も学生のインターンシップを受け入れてくださいますか（回答選択式）

また、表3の中で、⑨英会話教室のインターンシップについては、仕事の内容が英語講

師補助であったため、インターン留学生の応募資格としては日本語能力が問われず、代わ

りに英語能力が問われるものであった。結果、このインターンシップに参加した留学生

（インドネシア人・女）の日本語能力は日常会話レベルにも満たないものであった。これ

についてはインターン留学生の日本語能力を問う質問2の結果報告の際に留意されたい。

４．アンケート調査の結果

４．１ 質問2「インターン学生の日本語能力についてどう思いましたか」の結果

この節では、質問2の結果を記す。回答者である企業・団体には、この質問に対する回

答を選択肢から選んでもらった後、その選択肢を選んだ理由を自由記述形式で書いてもらっ

た。この質問2に対する回答を表4にまとめる。表の自由記述回答にある（企業・団体）

の後の数字①～⑪は、表3の受け入れ企業・団体の数字と対応している。
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表4から、受け入れ企業・団体の多くがインターン留学生の日本語能力は「a．とても

良かった」と回答し、高い評価を与えていることが分かる。この選択肢を選んだ理由とし

ては、業務を問題なく遂行することができたとする回答が最も多かった。また、「b．ま

あまあ良かった」と回答した受け入れ企業・団体も3社あり、そのうち2社（同じ団体で

あるが）も「業務に支障はなかった」と回答している。逆にインターン留学生の日本語能

力に低い評価を与えた企業・団体は「c．良くも悪くもなかった」と回答したのが1社、

また「d．あまり良くなかった」と回答した企業は1社のみであった。このうちdの回答

を与えた企業はインターン留学生の日本語能力を要件としなかった英会話学校であったの

で、この留学生の日本語能力の低さはインターンとして問題にはならなかったと考えられる。

表4 アンケート結果（質問2「インターン学生の日本語能力についてどう思いましたか」）
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回答選択肢 回答数（計11）および自由記述回答（左の選択肢を選んだ理由）

a．とても良かった

回答数6（54.5％）

●自由記述回答：

（①国際交流団体）体験した業務を問題なく遂行することができたため

（④リゾート宿泊施設）日本語はもちろんですが、敬語での対応も十分で

した

（⑤観光施設）A君は日本人同士の会話にも入り話すなど、深く日本語

を理解できているようでした。B君は想像力が豊かで、言葉は少なかった

けれど相手の気持ちを察するとか先々を読んで計画的に行動するとかが出

来て、積極的に学ぼうとする姿が見えました。

（⑦国際交流団体）日常会話には問題がなかった。本人が翻訳業務を希望

していたため、同業務を体験してもらったが、分からない用語は自分で調

べる等して、業務を遂行していた。

（⑧農業関係企業）自分（インターン学生対応従業員）も外国人だけど、

ずっと日本語で会話をしました。弊社の他の社員との会話が、とてもスムー

ズでした。

（⑩国際交流団体）日常会話には問題がなかった。本人が翻訳業務を希望

していたため、同業務を体験してもらったが、分からない用語は自分で調

べる等して、業務を遂行していた。発話をもう少し大きな声ですると、な

お良いと思われる。

b．まあまあ良かった

回答数3（27.3％）

●自由記述回答：

（②日韓交流団体）業務に支障はありませんでした

（③日韓交流団体）業務に支障はありません

（⑥リゾート宿泊施設）普段の会話は問題ありませんし、とにかくコミュ

ニケーションが取りやすいので、困ったことはありませんでした。子供の

お客さんや、方言などを理解するのが難しいようでしたが、これからどん

どん日本語も上達すると思います。



４．２ 質問3「インターン学生の実務能力についてどう思いましたか」の結果

この節では、質問3の結果を記す。質問2と同様、回答者である企業・団体には、この

質問に対する回答を選択肢から選んでもらった後、その選択肢を選んだ理由を自由記述形

式で書いてもらった。この質問3に対して筆者らが与えた選択肢と自由記述欄に述べられ

た回答を含め、企業・団体からの回答を表5にまとめる。

表5 アンケート結果（質問3「インターン学生の実務能力についてどう思いましたか」）
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c．良くも悪くも

なかった

回答数1（9.1％）

●自由記述回答：

（⑪リゾート宿泊施設）日本語レベルはスピーキング、リスニングともに、

総じて高くはありませんでした。

d．あまり良くな

かった

回答数1（9.1％）

●自由記述回答：

（⑨英会話教室）基本的な対応等は英語で行ったため、あまり日本語を使

うまたは聞く機会はなかったが、日本語は単語レベルであると推測される。

e．全然良くなかった 回答数0

f．その他 回答数0

回答選択肢 回答数（計11）および自由記述回答（左の選択肢を選んだ理由）

a．とても良かった

回答数7（63.6％）

●自由記述回答：

（①国際交流団体）職員からの説明や業務に関する指示を十分理解し、決

められた時間の中で正確に業務を行うことができたため

（④リゾート宿泊施設）与えられた仕事を丁寧にこなし、お客様に対して

も笑顔で接客をしていました。

（⑤観光施設）通訳、接客、ガイドブック・パンフの翻訳など全てをうま

くこなして、従業員たちとのコミュニケーションも取れていた。休みの日

は観光施設を回ったが、SNSで友人に紹介するなどインフルエンサーの

役割も自覚していた。

（⑦国際交流団体）どの業務も、効率的に問題なく遂行していたように思

う。複数の業務を依頼されているとき、優先順位を決める（確認する）と

さらに良いと思われる。

（⑥リゾート宿泊施設）仕事も率先してやってくれ、言ったこともきちっ

と真面目にやってくれました。コミュニケーションを取るのが好きなので、

お客さんとも交流できていました。

（⑧農業関係企業）ハウス作業で皆さんと協力して、気を遣ってくれまし

た。初めてだったのに、作業スピードも速かったです。

（⑩国際交流団体）どの業務も、効率的に問題なく遂行していた。



回答選択肢のうち、「a．とても良かった」と回答した企業・団体は7社、「b．まあま

あ良かった」と回答したのは3社であり、前節の質問2の結果と同様、インターン学生の

実務能力についても概ね高い評価が与えられている。ただし、「b．まあまあ良かった」

と回答した3社からは、「社会人慣れしていない」、「お金の精算が不安そうだった」、「良

い悪いを判断できるほどの期間の長さではなかった」という自由記述回答が寄せられた。

これらのコメントからは、受け入れ企業・団体がインターン留学生の実務能力を、実際よ

りもやや高めで好意的に評価しているという可能性が示唆される。また「c．良くも悪く

もなかった」と回答した1社（英会話学校）は、インターン留学生の実務能力の不足を直

接的に指摘している。そしてその不足とは、言語能力（英語能力）の不足とそれに伴う実

務能力の不足であった。にも関わらず「c．良くも悪くもなかった」と回答しているとい

う事実も、この企業が実際よりも高めの評価を与えた可能性を示唆する。

４．３ 質問5「このインターン学生が貴社に就職すると仮定したら、やっていけると思い

ますか」の結果

この節では、質問5の結果を記す。この質問では、回答者である企業・団体には、この

企業が外国人留学生に求めるもの－インターン受け入れ企業・団体へのアンケート調査から－
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b．まあまあ良かった

回答数3（27.3％）

●自由記述回答：

（②日韓交流団体）社会人慣れしていないところが新鮮でした。

（③日韓交流団体）社会人慣れしていないところが新鮮でした。サービス

業（販売業務）に慣れていないせいか、お金の精算（お釣りなど）が不安

そうでした。後半には、だいぶん慣れてくれました。

（⑪リゾート宿泊施設）良い、悪いを判断できるほどの期間の長さではあ

りませんでした。熱意は伝わりました。

c．良くも悪くも

なかった

回答数1（9.1％）

●自由記述回答：

（⑨英会話教室）態度としては非常によく、好感が持てるが、英語を教え

る教室という立場上、英語の能力が求められる。しかし、英語の能力（スピー

キング力、リスニング力）が英語を教えるという立場にはまだ足りていない。

しかし、素直に聞き、それを自分のものにしようとする態度がうかがえ、こ

れからに期待が持てると感じた。また、講師でなく、事務を担当するとした

場合、書類処理能力の他、コミュニケーション力及び日本語力が求められる

が、これをするための日本語能力にはまだ至っていないと推察される。

d．あまり良くな

かった
回答数0

e．全然良くなかった 回答数0

f．その他 回答数0



質問に対する回答を3つの選択肢「a．やっていけると思う」、「b．やっていけないと思

う」、「c．不足する点を改善すれば、やっていけると思う」から選んでもらった後、選択

肢cと回答した場合のみ「このインターン学生が不足している点、改善すべき点をお書き

ください」という追加の質問を与えた。さらに、「b．やっていけないと思う」と回答し

た1社からは、その理由をコメントとして提供された。なお、受け入れ企業⑨が、bとc

の選択肢の両方に丸をしたので、回答数は12となった。結果を表6にまとめる。

表6が示すとおり、先に述べた質問2、3とは違い、この質問5の回答としては「c．不

足する点を改善すればやっていけると思う」という回答が7社と最も多く、学生の能力の

不足を指摘する声が多く寄せられるという結果になった。質問2、3でインターン留学生

の日本語能力と実務能力に高評価を与えた企業・団体も、では自社で採用するかと言われ

ればそうともいかないというのが実際の評価であると推察される。選択肢cを選んだこれ

らの企業・団体が、インターン留学生の不足する点として挙げたものの中で最も多かった

のは、日本語能力の不足であった（⑨の英会話教室は英語能力の不足を挙げた）。そして

その全ての回答が、日本語能力が業務を遂行するのに十分ではないことを指摘している。

一方、「a．やっていけると思う」と回答した企業・団体も4社あり、さらにそのうち3

社がリゾート宿泊施設あるいは観光施設であったことは、こうした業界が外国人留学生の

受け入れに前向きであり、また外国人留学生にとっては就職しやすい業界であるという可

能性を示唆している。

表6 アンケート結果

（質問5「このインターン学生が貴社に就職すると仮定したら、やっていけると思いますか」）
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回答選択肢 回答数（計12）

a．やっていける

と思う

回答数4（30.0％）

（④リゾート宿泊施設）、（⑤観光施設）、（⑥リゾート宿泊施設）、（⑧農業

関係企業）

b．やっていけな

いと思う

回答数1（8.3％）

（⑨英会話教室）

●コメント

現状では、外国人講師（英語ネイティブスピーカー）と日本人講師の採用

にとどまっていることにある。インドネシア出身であるということで、外

国人ではあるが、ネイティブスピーカーではなく、また日本人講師の立場

で指導をすることになるのであれば、日本語の能力に加え、日本の英語教

育等にも精通していることが求められるだろう。また、事務職であれば必

然的に日本語が求められる。こういった点から、単に英語講師という点か

ら考えれば、これからの努力によりなし得ることはできるだろう。しかし、



５．考察

本稿では、第2、3章において、外国人留学生の日本での就職の壁となるものには①日

本独特の就職活動の形態、②日本語能力の不足とこれに伴う実務能力の不足、③日本的な

「和」の文化に適応する必要性の3つがあること、そして本調査の焦点が②日本語能力の

不足とこれに伴う実務能力の不足にあることを述べた。そしてアンケート調査の結果を見

ると、外国人留学生をインターンとして受け入れた企業・団体の回答から、この②日本語

能力の不足とこれに伴う実務能力の不足が如実に示されることとなった。つまり、インター

ン留学生の日本語能力及び実務能力に対し高評価を与えていても（質問2、3）、それはあ

くまでもインターンとしての能力に対する評価であり、実際に正社員として採用するには

留学生の能力が足りないと回答する企業が多く（質問5）、そしてその能力の不足とはつ

まり日本語能力の不足とそれに伴う実務遂行能力の不足であった。

企業が外国人留学生に求めるもの－インターン受け入れ企業・団体へのアンケート調査から－
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外国人講師としてあるいは、事務職または日本人講師の立場での講師職と

して就職することは、ここでは難しいだろう。

c．不足する点を

改善すれば、やっ

ていけると思う

回答数7（58.3％）

●追加質問「このインターン学生が不足している点、改善すべき点をお書

きください」に対する回答（自由記述）

（①国際交流団体）インターンの体験に関するレポートを記入するのに少

し苦労をしているようだった。提出してもらったレポートを拝見すると、

業務を遂行する上でも、翻訳業務を行う上でも、もう少し日本語能力を高

めてもらう必要があるかと思われる。

（②日韓交流団体）言葉が通じれば大丈夫です。

（③日韓交流団体）言葉が通じれば大丈夫です。

（⑦国際交流団体）当財団では、職員が翻訳をする機会はほとんどないの

で、実際には彼女の期待にはそえられないと思う。また事業の企画等、当

財団の業務行うためには、日本語能力をさらに上げる必要があると考える。

（⑨英会話教室）「英語講師」として英語を教える立場を考えた場合、圧

倒的に英語力が不足している点があげられる。日本人講師であっても、英

検やTOEICなどでの高得点取得及び、英会話力、指導力を求められる。

指導力については、研修を通して指導法について学ぶことができるが、会

話力及び英語力については、指導する立場にふさわしい力を兼ね備えてい

ることが必須である。実際の英語力については、インターンシップの期間

だけでは言及することはできないが、発音、文章理解力などから鑑みて、

さらなる改善が必要であるように思う。

（⑩国際交流団体）事業の企画等、当財団の業務行うためには、日本語能

力をさらに上げる必要があると考える。

（⑪リゾート宿泊施設）日本語レベルがあがり、もう少しコミュニケーショ

ンや仕事ぶりをみての判断となります。



こうした留学生の実務をするに足りる日本語能力の獲得に関しては、現状大学で行われ

ているキャリア教育科目では対応しきれていないことは第2章で述べた通りである（恒松

2011、 2014）。この課題を大学の教育内容の再考によって解決できるかという問いに対し

ては、様々な考え方があろう。まず、大学とはそもそも教育機関であり、職業訓練機関で

はないので、実務能力は就職後に企業・団体が育成すべきものであるという考え方がある。

元来日本の企業慣習として、企業は新入社員の就職後に幅広い職務能力を教育・開発する

傾向があり（花田 2011，小見山 2007）、外国人留学生の採用においても専門知識は入社

後に育成すると考えている企業が多い（山本・糸川・渋谷・副島・戸坂・星野 2008）。

また大学側も、既存のキャリア教育課程では対応しきれない面を埋めることを目的として

インターンシップを導入したという背景がある（長尾 2012）。

一方、留学生を対象としては、日本語教育とキャリア教育を両立させることが可能であ

るとも考えられる。留学生を対象とした日本語教育科目においては、特に上級レベルの科

目では初中級のように学習項目（文型・文法）を決まった順序で一律に積み上げる必要が

なく（高屋敷 2012）、ニュースや新聞記事などの生教材の使用、または日本人学生との交

流活動が実施されることも多い。ならば就職活動の過程で必要となる様々なものが日本語

教育科目の教材となりうる。例えばテレビのニュースなどの代わりに企業説明会を視覚・

聴覚教材として用い、新聞記事の代わりに企業の募集要項やSPI試験を読解の教材とし

て用い、模擬面接を会話の演習として実施し、インターンシップをビジネス日本語演習の

場とすることなどが考えられる。ただし留学生の日本語教育にこうした就職における活動

を取り入れる場合、教師が就職活動に精通している必要がある。多くの場合、学生時代か

ら社会人の時期に至るまでアカデミックな世界で生きてきた大学教員は、いわゆる一般的

な就職活動からは縁遠い人材が多いと思われるので、理想的には企業への就職活動経験、

業務経験を有し、さらに日本語教育を行うに足る要件を満たした教員の採用が望まれるこ

ととなる。

６．結語

本稿は、一般的に外国人留学生が日本で就職する際に困難となる日本語能力と実務能力

について、外国人留学生をインターンとして受け入れた企業・団体がどのように評価して

いるのかを、企業・団体を対象としたアンケート結果から考察した。その結果、アンケー

ト調査に参加した企業・団体からも、受け入れたインターン留学生の日本語能力と実務能

力は、そのまま採用するには足りないという声が多く聞かれた。これに対し、第5章の考

察では、留学生を対象とした日本語教育科目に就職活動の過程で直面する場面を教育に取
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り入れる可能性を示した。

大学におけるキャリア教育のあり方については、1990年代後半以来常に大学が試行錯

誤するところである（谷田川 2012,花田 2011）。一方、第1章に述べたように、日本と

いう国が外国人材の活用を進めるならば、大学による外国人留学生に対するキャリア教育

の是非、そのあり方についても、多くの議論がなされるべきであると考えられる。そして

外国人留学生に対するキャリア教育を是とするならば、留学生が日本で就職するにあたっ

て最も困難となるものが実務を遂行するに足る日本語能力であるのだとすれば、、これに

足る日本語能力の育成方法が深く検討されるべきであることを主張し、本稿の結語とする。

注

インターン留学生受け入れ企業・団体を対象としたアンケートの全文は以下の通り。

1．インターンシップに対する全体的なご感想をお聞かせください。

a．とても良かった b．まあまあ良かった c．良くも悪くもなかった

d．あまり良くなかった e．全然良くなかった f.その他（ ）

→どうしてそう思いましたか。

2．インターン学生の日本語能力についてどう思いましたか。

a．とても良かった b．まあまあ良かった c．良くも悪くもなかった

d．あまり良くなかった e．全然良くなかった f.その他（ ）

→どうしてそう思いましたか。

3．インターン学生の実務能力についてどう思いましたか。

a．とても良かった b．まあまあ良かった c．良くも悪くもなかった

d．あまり良くなかった e．全然良くなかった f．その他（ ）

→どうしてそう思いましたか。

4．インターン学生の態度や人間性についてどう思いましたか。

a．とても良かった b．まあまあ良かった c．良くも悪くもなかった

d．あまり良くなかった e．全然良くなかった f．その他（ ）

→どうしてそう思いましたか。

5．このインターン学生が貴社に就職すると仮定したら、やっていけると思いますか（日本語能力、

実務能力、就業態度などに鑑みて）。

a．やっていけると思う

b．やっていけないと思う

c．不足する点を改善すれば、やっていけると思う →このインターン学生が不足している点、

改善すべき点をお書きください。

6．インターン学生が特に苦労していることはありましたか。（複数回答可）

a．仕事がつまらなさそうだった b．仕事が忙しく、大変そうだった

企業が外国人留学生に求めるもの－インターン受け入れ企業・団体へのアンケート調査から－
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c．仕事が難しく、大変そうだった d．日本語が難しそうだった

e．職員とのコミュニケーションが難しそうだった f．通勤が大変そうだった

g．その他、インターン学生が苦労していることがありましたら下にお書きください。

7．今後もしインターン学生を受け入れることになった場合、就業前に大学で教えておいてほしい

こと、注意しておいて欲しいことがありましたらお書きください。

8．今後もしインターン学生を受け入れることになった場合、手続きのやり方等を含め、大学に対

するご要望がありましたらなんでもお書きください。

9．今後も学生のインターンシップを受け入れてくだいますか。

a．受け入れる b．受け入れる方向で検討する c．検討する

d．受け入れない f．その他（ ）
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１．はじめに

2019年12月、中国の武漢市で初めて確認された新型コロナウィルス感染症（COVID-

19）は世界のあり方を一変させた。感染拡大は未だ終息の兆しを見えず、社会経済や文化

に甚大な打撃を与え、それは教育にも及んでいる。キャンパスでの授業や課外活動等によ

る交流とコミュニケーションは教育機関の責務であるにもかかわらず、コロナは学生から

その機会を奪っている。本稿では、まずコロナ・ショックがもたらした変革とこの時代に

おける国際教育の重要性を考え、SDGs教育との親和性について述べる。そして、環境先

進大学をかかげる三重大学の国際交流センターがコロナ禍で企画・開催してきたオンライ

ン・イベントの概要と結果を報告し、コロナ後の国際教育における課題や展望について考

察する場とする。
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２．新型コロナに対する大学の対応

新型コロナウィルス感染症（以下、コロナと表記）は、12月29日現在で世界の感染者

が8,100万人、死者は176万人を超えた（NHK WEB，2020）。最も感染者が多い国はア

メリカ合衆国で約1,916万人（死者数：約33万人）、日本は比較的少ないとはいえ約23

万人（死者数約3,400人）にものぼった。

未曾有のコロナ・ショックを経て、withコロナでの日常が定着しつつある中、大学を

含める教育現場は変容を迫られてきた。大学はコロナ対策のため、従来の対面授業を再開

するのは難しく、他国と比較して活用が遅れていたオンライン教育の重要性が飛躍的に高

まり、いわば強制的にオンライン授業へ移行した。2020年5月の時点で、国立大学86校

の約9割が全面的に遠隔授業を実施し、後期からは対面とオンラインを組み合わせた「ハ

イブリッド型」の授業を実施する大学が9割を占めた（文科省，2020）。

本学も、他大学と同様に、この「Zoom元年」とも呼ばれる教育の転換期を試行錯誤し

ながら乗り越えることとなった。5月から開始されたオンラインやオンデマンドを基本と

せざるを得ない授業は、一部の少人数授業や実験科目を除いて現在も継続されている。

３．VUCA時代におけるコロナ禍

このように、強いられる形で開始されたオンライン授業には、当然のことながら様々な

課題が浮上している。しかし、内閣府は教育におけるIT化も含め、この意識や行動の変

化を「社会変革の契機」としてポジティブに受け止める姿勢を見せた。さらに、コロナ・

ショックの経験と反省も踏まえて、「危機に強く、変化に対応し創造力のある人材を育む

ための教育改革にスピード感を持って取り組む必要がある」とも断言している（内閣府

2020，p12）。

コロナ・ショックは、「VUCA」の時代における象徴とも捉えられるだろう。VUCA

は、1990年代後半にアメリカ陸軍戦略大学で紹介されていた概念であり（Stiehm，2002）、

2010年代になってビジネスの業界で使用されるようになったアクロニムである。「Volatility

（変動）」「Uncertainty（不確実性）」「Complexity（複雑性）」「Ambiguity（不透明性）」

を意味し、総合的に「先行きが不透明で、将来の予測が困難な状態」を指す（村尾、2021）。

コロナ以前から、様々な国の政治の先行きは不透明であり、社会が分断され、資本主義

というスタンダードな価値観さえも否定されようとしている。メディア技術の進化により

SNSは先鋭的な主張が瞬時に世界中の人々に伝播することを可能にし、人工知能（AI）

の発展は、社会やビジネスをさらに複雑にした。さらに地球温暖化に伴う気候変動や異常

気象、地震や台風、森林火災のような災害など、予測困難な事象が次々と起こっている。
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このように先行き不透明な時代に突入した中、突如発生したのが新型コロナウィルスであっ

た（堀、2017）。

コロナ禍があぶり出したのは、マスクやワクチンをめぐる自国優先主義や経済格差、

BlackLivesMatter運動を引き起こした人種差別等の問題であった。言葉を換えて言えば、

「人類の身勝手さと現代社会の構造のもろさ」（朝日新聞、2021）が露呈したとも言える。

その事象の1つを紹介しているのが、米国のレストラン経営者で自然災害の影響を受け

た人々に食事を提供することを専門とする非営利団体、WorldCentralKitchenの創設者

であるホセ・アンドレ氏が昨年4月、ツイッターに投稿した写真と文である（写真1）。

写真の1枚は、コロナ禍で買い手がつかず、アイダホ州で捨てられた山積みのジャガイモ。

もう1枚は、テキサス州のフードバンクに

並ぶ車の大行列。同じ米国で、食料があり

余っている一方で、食べ物に困る人たちが

行列を作る矛盾。技術が進歩した豊かな時

代に、この2枚の写真がなぜ同時に存在す

るのだろうか。アンドレ氏はTwitterで断

言している。“foodisnottheproblembut

thesolution”（食物が問題なのではなく、

解決方法が問題なのである）。前述の「危

機に強く、変化に対応し創造力のある人材

を育むための教育改革」とは、まさにこの

ような未曾有の事態に対して、速やかに課

題を解決できるような人材を育成できるよ

うな教育のことでもあるのであろう。

４．コロナ・ショックと国際教育の親和性

人は、一般的にコンフォート・ゾーンと呼ばれる「居心地のいい快適空間」「自分の当

たり前の世界」に自分を置き、「自分のやり方が一番良い・正しい」と信じ、全ての物事

を自分達の基準で判断・評価する特徴があると考えられている（荒木，2015）。認知的に、

新しい情報は、既知の情報ネットワークとの関連でしか認識・理解できないのであるが、

これは、他の文化を否定的に判断したり、低く評価したりする態度や思想である自文化中

心主義（Ethnocentrism）にも通じる特徴である。そしてその能力の限界は、生まれ育っ

た社会に「適合」していくうえで、ある意味必要な条件であるとも考えられる。
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逆に、異文化は自分の当たり前が当たり前でない世界の経験であり、コンフォート・ゾー

ンの外であるラーニング・ゾーンやパニック・ゾーンと呼ばれる世界に自分を置く経験を

与える。異文化コミュニケーションや留学生と学ぶ国際共修授業を推進する国際教育は、

コロナ・ショック以前から学生が自文化中心主義を乗り越え、「異なる価値観の間でどの

ように折り合いをつけられるか？」「異なる文化を背景に持つグループと協力しながら課

題に取り組み、クリエイティブな発想や価値を創造し、そのプランを実現するには？」と

いう問いに向かわせてきた（堀江，2020）。地球温暖化による気候変動がもたらす世界規

模での貧困格差等の社会問題は、自文化中心主義に引っ張られず、国を超えてのパートナー

シップを可能にする、「私ごと」として捉えることのできる想像力と思いやりを必要とし

ている（堀江，2020）のである。この意味で、国際教育がゴールとして目指してきた能力

や考え方は、柔軟性や適応力、創造力そして未知への耐性という人間力となり、VUCA

時代のコロナ・パニックのような急激な社会変化を乗越えるために、極めて重要であるこ

とがわかる。多様な価値観を持つ人々と協働して課題を解決していく能力を培う国際教育

は、コロナ後の時代を生きるすべての学生にとって不可欠な学びであると言えよう。

５．「先進環境大学」としての三重大学における国際教育

上記で述べたように、グローバル人材を育成する目的は、自文化中心主義的観点からの

世界的競争力から、地球規模の問題解決に立ち向かうためのパートナーシップ（SDGs目

標17）という方向へ重点が移動している。よって、教育機関、とりわけグローバル人材

育成（国際教育）を担う教育関係者はSDGs（持続可能な開発目標）教育の必要性を理解

し、率先して推進していく責任があるだろう。この意味で、国際教育とSDGs教育は極め

て親和性が高いと言える（栗田，2020）。

特に、「地域貢献型大学」であると同時に「先進環境大学」を目指す三重大学は、2019

年1月には国連と世界の高等教育機関とのネットワークである国連アカデミック・インパ

クト（UN AcademicImpact：UNAI）に加盟し、4月には「THE大学インパクトラン

キング2019」のSDG12（つくる責任つかう責任）において、日本国内で1位、世界で31

位にランクインした。2020年は、SDG4（質の高い教育をみんなに）において、日本国

内で1位タイにランクインしている（三重大学，2020）。

このように、三重大学が取り組んできた国際教育は、コロナ以前よりSDGsの線上にあっ

た。昨年は、このSDGs教育を推進する目的から本学新制 70周年記念行事として中部国

際空港と県庁との産学連携事業である「未来を創るのは私たちだ。」と題した講演会を開

催した。招聘したのは、2015年より「持続可能な開発のための教育（ESD）円卓会議」
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の委員も務められている辰野まどか氏（グローバル教育推進プロジェクト（GiFT）社団

法人代表理事）であった。GiFTが実施しているグローバル教育は、「グローバル・シチ

ズンシップ（地球志民）」育成を掲げている。辰野氏の、学生に話しかけるようなコーチ

ング形式での講演は、ふだんは世界がかかえる課題や海外での出来事についてほとんど興

味を持たない学生層の意識や自己効力感を高めた点で、極めて効果的なアプローチであっ

た（栗田，2020）。

６．コロナ禍の国際教育：本学のとりくみ

オンラインでの授業は、対面でなければ効果が上がらない実験や作業を有する内容では

マイナス面が多く、コミュニケーションの面でも不完全なことから課題が多い。しかしな

がら、その一方で、オンラインという時空を超えたヴァーチャル空間は、国際教育の授業

やイベントにとって利点も多い。なぜなら、海外に在住している人々との交流が机上で、

それもリアルタイムで実現するからである。海外から招聘する費用も時間もカットできる

点は、コロナ前では実施が困難であった事業の実現性を飛躍的に高めた。

「先進環境大学」としての国際教育を目指す本学の国際交流センターは、オンラインと

いう環境の強みを生かし、留学生説明会や交流会だけでなく、SDGsを推進する数々のイ

ベントを企画・実施してきた。毎年11月から1月、数々のイベントを開催してきた「国

際交流days」は、本年度は「世界とつながる国際交流days2020」と題し、10以上もの

イベントを企画した。表1．は、2020年度にセンター主催で実施した国際教育関連の主な

イベントと、これから年度末に実施予定のイベント・リストである。

６．１．SISA（StudentswhoareInterestedinStudyingAbroad）登録の募集

国際交流センターは、コロナ禍で学生への連絡方法やイベントがオンラインに限定され

ることを考慮し、コロナ以前から計画していたSISAの募集を新学期とほぼ同時に開始し

た。主な目的は、「留学奨励のための海外留学情報や国際交流関連情報の周知」である。

基本的に、留学に関連する情報や国際教育イベントは、UNIPA（UniversalPassport）の

メールシステムを用いて全学に周知をしているのだが、日々大量の情報をUNIPAも含め

て受信する学生の大半は、メールのタイトルも読まないことが多いと聞く。そこで、①コ

ロナ禍でさらに増加している大学からの連絡メールに紛れて留学情報を見逃さないように、

②留学や国際交流等に興味を持つ学生のみに送信すべき内容のメールを送ることができる

ように、SISA登録を募集した。結果、1回の募集で182名からの登録申請があり、登録

時のアンケート結果から、以下のような特徴が参加者にあることがわかった。
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開催日時 イベント 主な登壇者 参加者 主な目的 海外からの参加

7/29

ランチタイム
留学説明会①

留学経験者2名

スペイン･ジャウメプリメル大学

国立高雄師範大学

30名

（本学学生）
留学促進

7/30

ランチタイム

ドイツday

（交流会と

留学説明）

ドイツ人留学生8名

留学経験者（工学部院生）

ハイデルベルク大学

27名

（本学学生）

留学促進

国際交流

11/13

ランチタイム

留学説明会②

英語圏

留学経験者（人文学部生）

タスマニア大学

40名

（本学学生）
留学促進

タスマニア

（オーストラリア）

11/20

ランチタイム

LunchTime

NewYork①

NY国連フォーラム幹事

（津市出身）

39名

（本学学生･

教職員）

国際教育

SDGs教育
ＮＹ（米国)

11/26

13:00-14:30

タスマニア大学

生との交流会①
タスマニア大学生7名

20名

（本学学生）
国際交流 ＮＹ（米国)

12/3

16:30-18:00

国連 75周年

記念 in三重

大学

国連広報センター所長

201名

（本学学生･

教職員･一般）

国際教育

SDGs教育

ドイツ・

ＮＹ（米国)

12/8

ランチタイム

LunchTime

NewYork②

NY国連フォーラム幹事

（津市出身）

36名

（本学学生･

教職員）

国際教育

SDGs教育
ＮＹ（米国)

12/10

ランチタイム

留学説明会③

（台湾･韓国編）

留学経験者2名

梨花女子大学（韓国）

国立高雄大学（台湾）

約30名

（本学学生）
留学促進

12/14

ランチタイム

トビタテ！第

14期募集説

明会

留学経験者2名

ノースフロリダ大学（米国）

テキサス大学（米国）

27名

（本学学生）
留学促進

12/15

ランチタイム

LunchTime

NewYork③
NY国連フォーラム幹事

22名

（本学学生･

教職員）

国際教育

留学促進
ＮＹ（米国)

1/22

18:00-19:00

タスマニア大学

生との交流会②
タスマニア大学生9名

本学学生

（人数未定）
国際交流

タスマニア

（オーストラリア）

2021/1/27

ランチタイム

韓国メディア

と文化
インディアナ大学講師

本学学生･

教職員

（人数未定）

国際教育 ソウル（韓国）

表1. 2020年度 三重大学国際交流センター主催の主なイベント（オンライン）



■1年生の登録が多く（図1．参照）、人文学部が最多。全体的には、女子が6割。

■ 登録理由として最多は「海外留学への興味」であるが、「留学生との交流」希望者も多

い。交流を希望する割合は、学年が上がるほど増加している。（図2．参照）

■ 最も人気の留学プログラムは「三重大主催」で「短期の語学留学」

■ 留学先の希望は、順に「北米」「ヨーロッパ」「オセアニア」（約8割）

■ 海外留学で不安な要因として、トップは「留学費用」であり、ついで「言語能力」

■ 留学生との交流に対して、9割の学生が「（大変）興味がある」ことが判明。交流した

い留学生の出身は特に「北米」「ヨーロッパ」が多い。

６．２．留学推進イベント（計4回）

コロナ禍で、他大学と同様に今年度の留学は短期・中長期（交換）留学共にすべて中止

となった。2017年以来、国際交流センター主催の夏期語学短期プログラムとして恒例と

なっていたカナダの名門ブリティッシュ・コロンビア大学英語プログラムだけでなく、今

年度の春期に向けて企画、はじめて実施する予定であったポートランド州立大学英語学校

でのSDGsプログラム、そしてNYマンハッタンで英語を学びながらインターンシップ

を経験するプログラムも残念ながら中止となってしまった。

大学入学以前から「学生時代に留学したい」と考えている学生は多い。留学に興味や憧

れを抱いてSISAに登録している学生ら（特に1年生）の興味とモチベーションを維持す

るためにも、草の根活動としてのオンライン留学説明会を実施していく必要性があった。

例年4月に実施していた留学オリエンテーションのかわりに、先の見通しがないまま現

状報告も兼ねて7月に第1回目の留学説明会を開催。「トビタテ！」募集の説明会を含め、

計4回の留学説明会とドイツ留学の紹介（7/30のドイツdayにて）を学生が参加しやす

コロナ禍における国際教育の重要性と課題～「Onlineで世界と繋がる国際交流days2020」の実践から～
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図1．SISAに登録した学生の内訳（学年） 図2．SISAに登録した理由（学年別）



いランチタイムに開催した。

それぞれの説明会では、担当者からのオンライン短期留学や交換留学の紹介や事務手続

きの説明と共に、交換留学を経験した在学生が留学体験を報告。留学先は、台湾やスペイ

ン、ドイツやオーストラリア、アメリカ等、多岐にわたっており、それぞれが留学費用か

ら日常のスケジュール、授業のサバイバルの仕方、休日の過ごし方まで、沢山の魅力的な

写真を紹介しながら報告してくれた。対面で実施した場合と同じく、留学帰国者からの体

験談は、参加学生の満足度を向上させ、留学への興味を強めてくれる鍵である。留学先は

異なっても、留学を実現し、様々な弊害を自ら乗越えてきた先輩からのメッセージは、説

得力と重みがある。留学を経験した彼（女）らに共通しているのは、「文化や価値観の違

いを尊重し、受け入れることの楽しさ」であり、「いかに自分が世界、ひいては日本につ

いて無知であったか」という気づきであるようだ。

以下は、ハイデルベルク大学（ドイツ）に半年間留学した工学部院生の言葉である。

「留学という経験を通して得られた自分の価値観や交友関係、苦難、感動というものは留

学した人じゃないと得られません。（中略）今皆さんがいるのは三重大学であり、留学に

対して少しでも行動すればたくさん回答を出してくれる人が自分の周りにはたくさんいる

ことを忘れないでください。私はその人たちに背中を押され、助けられ、念願だった留学

をかなえることができました。その方々に深く感謝するとともに、より多くの人が三重大

のすばらしさに気付き、世界に目を向けることができる場であることを知ってほしいです。」

第2回目の留学説明会（英語圏）では、オーストラリアのタスマニア大学に留学してい

る学部生から、オンライン経由で留学の報告をしてもらうことが出来た。留学途中でオン

ライン授業になってしまった彼女だが、十分に留学生活を満喫できたとのこと。Q&Aで

は、「いつから留学の準備をしましたか？」「すべて英語での授業は大丈夫ですか？」等の、

参加者からの質問にも次々に返答。日本とタスマニアは時差が2時間だけであることで、

国際交流イベントも時差が激しい欧米の大学と比較して企画しやすいという利点もあった。

2021年度「トビタテ！」募集の説明会は、司会も同事業の奨学金で過去に米国の大学

院に留学した大学院生2名が務め、工学部の学部生を中心に多くの参加があった。司会進

行をすべて学生に任せることで話しやすい雰囲気になったこともあり、Q&Aでは予定時

間を超えて質疑応答が活発に続いた。

６．３．国際交流イベント（計3回）

コロナ前に前述のSISAと名付けたメーリングリストを作成した際、登録希望の理由と

して予想以上に多かったのが「三重大学の留学生との交流に興味があるから」であり、学
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年が上がるほどその傾向が高いことがわかった。また、自身の英語レベルの向上のために、

欧米からの留学生と交流することを望む学生も多いことが判明した。

だが、コロナの収束が見込めない中でオンライン授業となり、正規生が留学生と共に学

べる国際共修の機会や、交流する機会が失われた。留学生にとっても、日本に留学しなが

ら対面で日本人学生らと交流する機会が失われたことは、本来の留学の目的が半減したこ

とになるであろう。そこで、7月30日に「ドイツday」と題し、コロナ以前の2019年よ

り留学していたドイツ人留学生7名が帰国する前に、自国の文化や政治、自分の大学（ハ

イデルベルク大学やライプツィヒ大学等）を紹介し、三重大生と交流するイベントを開催

した。留学生らは、恒例のクリスマス・マーケットや、デザインの美しい大学図書館など

の写真を見せて、熱心に紹介してくれた。日本人学生からの「コロナ禍で寮に滞在する自

粛期間が長かったと思いますが、留学はいかがでしたか？」との問いに、「すごく楽しかっ

たです。海岸で散歩したり、ドイツよりも感染者数が各段に少ない津市にいて、本当にラッ

キーでした」などと、ドイツ人学生らは流ちょうな日本語で日本人学生らを驚かせた。

「皆さんにお会いしたいのですが、どこに行ったら会えますか？」という女子学生の質問

に対しては、「コロナなので、皆さんとお会いするのは難しいです」とドイツ人学生。今

後、コロナの収束が長引くようであれば、オンラインでの国際交流イベントを定期的に実

施する必要があるだろう。

11月には、協定校であるタスマニア大学のJapanSocietyに所属する7名の学生とのオ

ンライン交流会を開催、著者の授業である「メディアと日本」（日本人正規生20名）で、

まず試験的に実施した。同イベントを実施する目的は、本学学生との交流以外に、タスマ

ニア大学との協定関係を維持することにもあった。協定締結以来、本学から留学派遣する

学生はほぼ毎年いる一方で、先方から本学に留学する学生は過去数年ゼロという一方通行

の関係が続いている。その不均衡を是正して「公平な協定関係」を目指すためにも、本学

への留学をタスマニア大学の学生らにアピールする必要性がある。「日本のどこが好きな

のか？」「日本で行きたいところは？」等の日本人学生からの質問に、タスマニア大学の

学生は英語混じりの日本語で丁寧に答えてくれていた。さらなるタスマニア大学生と三重

大生との交流を深めるため、1月22日にはお互いの大学をそれぞれ紹介する時間も設け

た交流イベントを予定している。

６．４．国際教育としてのSDGs推進イベント

前述したとおり、環境先進大学を掲げる本学が促進するSDGs（持続可能な開発目標）

に即した国際教育を実現するべく開催したイベントの中から、特に注力した国連 75周年

コロナ禍における国際教育の重要性と課題～「Onlineで世界と繋がる国際交流days2020」の実践から～
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記念の事業と、3回シリーズで開催したLunchTimeNewYorkのイベントを紹介する。

A．国連75周年記念 in三重大学「未来を創るのは私たちだ。」

12月3日、国際連合75周年の記念とSDGsの推進を目的とし、昨年に引続き「未来を

創るのは私たちだ。」の第二弾として、国連広報センターの根本かおる所長を招聘して

webinar講演会を開催した。参加者は、本学の教職員以外に、SDGsに興味を持つ個人や

企業を含め、国内外から200名を超える大規模なイベントとなった。

はじめに、吉松国際担当副学長より「三重大学とそのゴール」として、本学が取り組ん

でいる教育プログラムの概要と特色について紹介があり、続いて「SDGsを羅針盤に、世

界を転換する～ SDGsを自分事に、あなたもチェンジメーカーに～」のタイトルで、根

本所長の講演がスタート。根本所長は、「もし、コロナ以前に、SDGsが進展していたな

らば、ここまでの打撃にはならなかった。」と語り、「コロナ後の 10年は、Decadeof

Actionとして、元の世界へ戻るオールド・ノーマルでなく、SDGsを羅針盤にして『より

良い復興』に向けて加速していく大事な年であり、そのためには若者の力が不可欠である」

と、強く語られた。

また、講演会の半ばでは、『企業の環境や社会の課題に対する取り組み方』に対して参

加者がどれほど意識しているか、に関してリアルタイムのアンケート調査を実施した。学

生の参加者の約80％が、「就職先を考える際に（やや）意識する」と回答し、根本所長か

らは「皆さんの意識は（平均よりも）かなり高いです」とのコメントがあった。

後半では、「根本所長への質問コーナー」を設け、冒頭から国内外から参加している4

名の質問者に、それぞれ丁寧にお答えいただいた。4名の構成は以下のとおり。

①中田知沙さん（大学院博士後期課程：生物資源学研究科）

質問：日本における「男女格差の縮小」について（SDGs目標5）

②トアベン・シュテーグミュラーさん ＊ドイツのハイデルベルク市から

ハイデルベルク大学日本学科3年生：日研生として昨年度本学で1年間学んだ

質問：日本の食文化と環境保全の問題について（SDGs目標13&14）

③中山堯之さん（医学部6年生）

地域での臨床実習の現場で様々な事情や意見を持つ患者やご家族等を目の当たりにし、

異なる意見をまとめていく困難さを経験。

質問：異なる意見をまとめていく上で、大切にされていることについて（SDGs目標17

他）

④古市裕子さん ＊アメリカのNY市から

津市出身・会社経営者・国連フォーラムNY幹事所属：コロナ禍のNYで、BLMや選
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挙運動など、世界をより良くするために若手層（Z世代）が運動しているのを目撃して

きた。

質問：私たち大人ができること、次世代に渡していくべきこと、について。

上記4名の質問は、それぞれ図2のようにpowerpointにまとめてZoom上で提示され

た。特に根本所長が時間をかけて回答されたのは、最初の質問「日本が先進国の中で最も

低い評価を受けている「男女格差の縮小」を改善するために必要なこととは？」に対して

であった。その理由は、アントニオ・グテーレス国連事務総長が2020年の優先課題とし

てジェンダー平等を「気候変動」とともに挙げていたからだけでなく、根本所長の個人的

なご経験によることがわかった。根本所長は、「『女性の活躍推進』は、日本にとって極め

て重要な課題であるが、その指針を決める場が、ほとんど男性で占められており、当事者

がいないというのが問題。私は、三重大学の方々にお聞きしたいのですが、教授レベルで

の女性の割合はいくらですか？学部長、理事レベルでは？きちんと取り組んでいますか？」

と参加者全員に向かって尋ね

られ、国連の現在の役員の半

数以上は女性であると話され

た。「日本の女性はあきらめ

るのではなく、成果を上げな

がら、時には怒りをぶつける

ことが必要であると思います」

とご自身のキャリア経験も絡

めて回答された。

NY在住の古市さんからの

質問「今、大人ができること、

次世代に渡していくべきこと

とは？」に対しては、「#Metoo運動でも、原動力になっているのは、若いエネルギー。

そのエネルギーを吸い上げ、上手にポジティブなうねりを作ることが大人世代の責任。そ

のためには、政府、自治体、大学等が、若者に政策立案、決定の段階で関わってもらう機

会を与えることが極めて重要だと思います」と力強く言われた。（その他の回答について

は国際交流センターHPを参照：https://www.mie-u.ac.jp/international/news/cate-intl/75-

in.html）

イベント後に実施した参加者のアンケート結果によると、9割以上の方々が「参加して

（大変）良かった」と回答してくれた。以下は、参加者のコメントの一部である。

コロナ禍における国際教育の重要性と課題～「Onlineで世界と繋がる国際交流days2020」の実践から～
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図３．「根本所長へ質問」コーナーでのZOOM画面



■ 根本先生が仰るように、SDGsは教養教育として、可能ならば大学全学部必須の基礎科

目として、開講するのが一番いいと考える。（学部生）

■ なかなかお話を聞く機会がない根本さんの話を聞くことができてよかったです。（学部

生）

■ 気候変動をはじめとした様々な問題で若者が割を食っている。ゆえに若者は声をあげる

べき（行動すべき）というご提案を伺い、「未来を創るのは私たちだ」とした講演タイ

トルが腹落ちしました。貴重なご講演をいただきありがとうございました。（三重大学

の教職員）

■ 素晴らしい講演会でした。私も勉強し、行動します。（日本語教師ボランティア）

■SDGsの講座を定期的に開催なさってください。期待しております。（一般）

■ 私は高知県の企業で中間管理職をしておりますが、SDGsに関し自らの一歩を踏む出す

こともそうですが、今後17のゴールを目指す若い世代の受け皿となるべく企業を成長

させていく必要性を強く感じました。（会社員）

イベント終了後に、根本所長から、「今回のイベントは、手応えを感じた」とのコメン

トをいただいた。通常、Webinar講演会は、講演者と司会のみがビデオで顔出しをし、

参加者の表情も見れない中で、講演者は話をする

ことになる。参加者の大半が学生である場合、講

演後に質疑応答の時間が用意されていても、質問

する学生は少なく、皆無で終わることもある。そ

れらを考慮して、本イベントでは後半に出演する

4名の質問者も冒頭からビデオ付きで参加しても

らったことで、根本所長には、彼らの反応を表情

から読み取りながら話をすすめていただく事がで

きた。そのZOOM上での双方向的な表情のやり

とりが、イベント全体の雰囲気と進行にポジティ

ブな影響を与え、「投票する」ことの高揚感やリ

ズムの変化も加わって、参加者の高い満足度に貢

献したと考えられる。

B．LunchTimeNew York（3回シリーズ）

11月20日（金）、12月9日（水）、12月16日

（水）のお昼に3回シリーズで開催した。お話くださったのは、常に世界を牽引する影響

力のある街であり、今回のコロナ感染拡大で最も深刻な被害を受けたNYに住む女性経
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営者、古市裕子氏（12/3の国連イベントで質問者として参加）。古市氏は、約25年前に

国連を目指して渡米し、NY市立大学大学院（政治経済学科・国際関係論）で修士を取得。

ユニセフにポジションを獲得しながらも、911の騒動で流れてしまい、ジェトロNYに17

年勤務されたとのこと。2015年に国連がSDGsを採択したことをきっかけに起業され、

現在はZ世代（デジタルネイティブ世代）と共にSDGsビジネスを創生するプロジェク

トに取り組まれる一方で、NY国連フォーラムの幹事も務められている。

オンラインを通じて、マスメディアからは知ることが難しいコロナ禍のアメリカとNY

の実情、留学やSDGsについて、古市氏は、情熱的に、話題満載で話された。こちらでは

LunchTimeでもNYでは22時からの開始であるが、毎回1時間以上延長して参加者か

らの質問に丁寧に返答してくださった。コロナ禍で留学を実現できず鬱々とした気分の学

生や、留学経験のある学生や教職員、SDGsを推進する教職員らと共に、様々な話題で盛

り上がった。

不確実性が高いVUCA時代には、「世界で何を起こっているのか」を知り、日々アン

テナを張って様々な情報を集め、好奇心が高く、教養を兼ね備えた人々と議論を重ね、常

に自らを向上させる必要がある。でなければ、時代から取り残されるばかりでなく、予期

せぬ出来事に直面した時に慌てることになるだろう。LunchTimeNew Yorkのような

イベントは、学生が、将来自分の人生の舵取りができるように促す、大切な役割があると

考えられる。

以下は、各回のイベントの概要である。

◆第1回目（11/20）「大統領選とコロナ＆BlackLivesMatter」

「マンハッタン」と呼ばれる地域、ロックダウンでゴースト・タウン化した地下鉄や街

の模様、州別の大統領選結果から見える米国、ジョージ・フロイト氏の事件と運動のきっ

かけとなったZ世代によるSNSの力、等についてお話いただいた。白人至上主義者らが、

BLM運動の被害と見せかけて割った数々の商店の窓ガラスの写真も紹介された。

◆第2回目（12/9）「SDGsとビジネス・Z世代：コロナとBLMで劇変するアメリカ社会

事情」

米国で多大な影響力を持つZ世代が重要視するSDGs、ビジネスに影響を及ぼす彼らの

「キャンセル・カルチャー」（不買文化）、日本で大ヒットしている「鬼滅の刃」との共通

点等について、興味深いお話をうかがった。

◆第3回目（12/16）「留学とキャリア＆NY」

「皆さんにお聞きします。ご自分の人生はラッキーだと思いますか？」という古市氏の

問いに、参加者の67％が「はい」、33％が「まあまあ」と投票で回答（「いいえ」はゼロ）。
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古市氏は、人を雇用する際、「はい」

と即答できる人のみ採用するそう。

人生の谷も含めて「ラッキー」と言

える強さと前向きさが重要とのこと

であった。

このイベントも、参加者のアンケー

ト結果によると、9割以上の方々が

「参加して（大変）良かった」と回

答してくれた。以下は、参加者のコ

メントの一部である。

■ 日本のニュースを見ているだけで

はわからないアメリカの現状や、BLMの裏側を知ることができてとても良かったです。

Z世代という言葉も初めて聞いたのですが、私と同年代の方々が社会に対して行動を起

こしている事実とパワーにとても感動しました。（学部生）

■ アメリカのZ世代の方々は、環境や差別などに敏感だということを、今回の古市さん

の説明で知ることができました。凄く勉強になりました。ありがとうございます。（学

部生）

■ 国際人の生の声を聞かせて頂けて幸運でした。（学部生）

■ このような企画が全学部に広まると良いですね。（教職員）

■ ランチタイムというのが参加しやすくて、よかったです！（学部生）

６．５．その他のイベント

1月27日の昼休みに開催予定の「韓国メディアと文化＆ソフトパワー」（ソウ ヨニ博

士：インディアナ大学）は、使用言語が英語であるにもかかわらず、100名を超える参加

申し込みがあった。BTSをはじめとしたK-POPの人気は世界を席巻しており、映画「パ

ラサイト」が昨年の第92回アカデミー賞で作品賞を含む最多4部門を受賞したことから

もわかるように、韓国が作り出すメディア・コンテンツは国家のパワーとなっている。今

年度、本学教養教育院の韓国語授業は非常勤講師の都合で不開講となったらしいのだが、

消沈した学生も多かったのではと推測される。

その他、国際交流センター主催でなくとも、海外とオンラインで結んで開催した事業が

他部署で実施されている。例えば、12月11日には、国の登録有形文化財でもある本学の

レーモンドホールに因んだ「三重大学レーモンドホール・リモートレクチャー：ノエミ&
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アントニン・レーモンド 祖父母の思い出」と題した文化的なイベントが施設部主催で開

催された。米国から故レーモンド氏の孫がゲストとして登壇し、大好評であったと聞いて

いる。12月開催であったこともあり、国際交流daysの一環としてセンターHPに掲載し

た。コロナ後は、当センターにおいても、上記の施設部を含め、教養教育院や国際環境教

育センター、そして各学部と、積極的に連携していく必要性がさらに高まるだろう。

７．まとめと考察

７．１．国際教育の重要性とオンラインの利点

新型コロナウィルスの感染拡大により、身体の物理的な移動を伴う留学の派遣と受け入

れを担当する国際交流センターは大きな影響を受けた。同時に、先行き不透明なVUCA

時代に発生したコロナ・ショックは、国際教育の重要性と意義について再認識させる機会

でもあったと言える。なぜならば、異文化コミュニケーション能力の醸成を重要視する国

際教育は、学生を自文化中心主義的な考え方から脱却させ、多様性の中での協働を促すも

のであるからである。その意味で、国際教育のゴールは、もはや国家間の競争で勝つため

のエリートを育成するというよりは、先行き不透明な時代を自らの判断と行動力で生き抜

き、世界や社会が抱える喫緊の課題に取り組める人材を育成することにあるのだろう。

環境先進大学をかかげる三重大学にとっては、12月に開催した国連75周年記念イベン

トで根本かおる氏（国連広報センター所長）に助言いただいたように、国際教育としての

SDGs教育をさらに加速していく事が望まれている。そのためにも、逆に、新たな価値観

が創出されていく過渡期である現在にあって、その国際教育の意義と重要性を正しく認識

できない大学に持続可能な未来はないと考えられる。

本年度、本学の国際交流センターは、上記の重要性を実感していた教員（著者）が中心

となって10以上のイベントを企画・運営・実施し、留学や海外渡航の機会を奪われた参

加学生のモチベーションの低下を防ぎ、地球規模の課題を認識させ、同年代の若者たちが

声を上げて行動している事実を提示することで、ある一定の刺激を与えることに概ね成功

したと考えられる。国連75周年記念イベントに授業の一環として参加した学生のアンケー

トの中には、根本所長が紹介した動画やデータに刺激されて初めてSDGsに興味を持つよ

うになった、という回答も多く見られた。

実は、国連には根本所長のご登壇を2019年から依頼していたのであるが、東京から三

重県までの行程を考えると過密スケジュールの中での参加は困難、との回答をいただいて

いた。それが、4月に入って改めてオンラインでのご登壇を依頼したところ、快諾してい

ただいたという経緯がある。このように、オンラインが持つ利便性は、海外だけでなく国
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内においても、時として、主催者側、参加側双方に大きな恩恵をもたらす。

７．２．コロナ後の大学の国際化と評価

本稿では、コロナ禍で実施した（または実施予定の）国際交流センター主催のイベント

（国際教育関連）を報告してきたが、コロナは高等教育機関の国際教育や国際化における

評価にも影響を与えている。

イギリスのTimesHigherEducation（THE）日本版は大学の教育力を重視しているが、

このランキングを決定する4つの指標のうち1つが「国際性」で、「外国人の学生／教員

比率、留学比率、外国語による講座の割合」から構成されている（ベネッセホールディン

グス，2020）。

2008年、文部科学省によって策定された計画の一つ「留学生30万人計画」は、「日本

を世界に開かれた国とし、人の流れを拡大していくために重要である」（文科省、2008）

として打ち出された。「大学のグローバル化に関する閣議決定・提言等」（文科省，2016）

によると、「意欲と能力のある全ての学生の留学実現に向け、日本人留学生を12万人に倍

増し、外国人留学生を30万人に増やす」との決定が記されている。2019年にはその目標

数である30万人を達成しているが、コロナ禍にあって先行きに不透明感が出ている（日

経、2020）。同様に、コロナの感染拡大は、海外の大学や語学学校への留学も阻んでおり、

今後「大学の国際化」を測定するための評価基準に変更を求められることが予測される。

新たなウィルスの変異種が発見され、完全な終息が見えない中で、物理的な移動を伴う留

学の派遣と受け入れ数値を教育機関の国際化として指標とするのは現実的ではない。

では、コロナ後、またはwithコロナの時代における、「大学の国際化」はどのようにし

て評価されるべきなのであろう。この大きなテーマについて議論する事は本稿の域を超え

るので無理である。だが、コロナ禍でさらに深刻化した経済格差や高騰している航空運賃

を考慮すると、移動をともなう従来型の留学は以前よりも高価なものとされ、代替案とし

てオンラインを通じての海外協定大学の学生との交流や、様々な分野のプロジェクトに共

に取り組むCOIL（CollaborativeOnlineInternationalLearning）型教育が文科省のサポー

トを受けてさらに発展しいくと予測される。身体的な移動を伴わないCOIL型の国際交

流や国際共修は、財政的に留学の実現が困難な学生だけでなく、移動が難しい障がい学生

の多くが参加可能になるだろう。この意味で、「誰も取り残さない」「質の高い教育」とい

うSDGsの大前提と目標を実現するものと言えよう。
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７．３．Beyond5G時代における国際教育の標準化

今後、国際教育は5G時代の幕開けと共に加速し、国家間の地理的距離がさらに縮小

していくことで、教育の国際化がスタンダードになっていくと予測される。COIL型教育

が当然のように全学教育だけでなく、学部での専門教育、大学院研究室にも取り入れられ

る時代が来るであろう。だが、このままBeyond5Gに突入してヴァーチャルと現実（対

面）の境がさらに曖昧になっていく（総務省，2020）ことは、メディア業界における

MegaMedia（巨大メディア企業）のように、大学教育におけるMegaUniversitiesの誕

生に突き進む時代に突入していく可能性を秘めている。実際、授業料が高騰し続けている

米国では、ハーバード大学のような名門私立大学だけでなく、UCLAを含む州立大学の

授業料まで高騰しており、授業が支払えない学生の中には、有名大学等が安価で提供して

いるオンライン版授業を選ぶ者が増加している（ドキュメンタリー映画『IvoryTower』

（2014）より）。

政府がコロナで打撃を受けた社会経済や経済格差の問題解決に取り組む一方で、各大学

は、到来する時代に即した教育指針を独自のビジョンと実行力を伴って推進していく必要

がある。地域型貢献大学として環境教育やSDGs推進する三重大学であるが、Beyond5G

時代を見据え、情報と共に国際教育がスタンダードになると予測される世界に取り残され

ることがないよう、着々と準備する必要があるだろう。

先が不透明なVUCA時代の中でも、自らの羅針盤を頼りに進み、人生の舵取りができ

る学生を育成することを目標とする国際教育。その国際教育を担う機関の役割は、世界的

にもますます重要視されている。その重要性が、本学を含めた全ての教育機関に正しく認

識されることを希望してやまない。
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を原則とする。但し、編集委員会が特に認めた場合はこの限りではない。

4．（原稿規定枚数）

原稿の枚数は、研究論文、研究ノート、調査報告、実践報告については、原則として

13枚（1枚＝40字×32行、ただし20％の増減を認める）、書評については3枚以上

9枚以内とする。図表、写真等も規定枚数内に含める。

5．（使用言語）

本紀要に掲載する研究論文、研究ノート、調査報告、実践報告、書評等は、日本語ま

たは英語で執筆したものとする。執筆の詳細は「執筆要領」に別途定める。
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6．（原稿論文等の採否）

投稿された原稿については、編集委員会にて以下の審査を行った上で採否（条件付き

採択を含む）を決定し、投稿者に通知する。

（1）投稿原稿の内容が、本紀要の発刊趣旨、対象領域に合致していること。

（2）投稿原稿の構成、文体が紀要にふさわしく、投稿規定に則っていること。

（3）未発表であること、論文作成にかかる不正がないことが誓約されていること。

尚、原稿の種別にかかわらず、当該学術領域の専門家による内容評価は行わない。

7．（投稿の受付）

編集委員会は投稿申込みおよび原稿提出の締切を定める。締切日までに提出され、採

用された原稿は、原則として当該年度の号に掲載する。

8．（論文等の公開）

掲載された研究論文等は、原則として電子化し、インターネット上でも公開する。

本規定は2014年4月1日より運用を開始する。
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三重大学国際交流センター紀要［執筆要領］

2011年6月15日改定

国際交流センター紀要編集委員会

1.原稿は、A4用紙を使用し、マイクロソフト・ワードで作成する。

［和文の場合］1頁：一行40字×32行

［英文の場合］1頁：32行（行数のみ指定・1行の文字数は指定しない）

［ページ余白］（和文・英文とも）上下左右30mm

2．注は、（1）（2）（3）のように本文中に通し番号を付け、脚注または後注とする。

3.引用・参考文献は、著者名又は論文執筆者名、（当該著書刊行年又は論文発表年）、書

名または論文名、出版社又は当該論文発表誌名、巻数及び頁数を記す。

【例】山田祐二（1995）『日本論』河人社

山本幸夫（1996）「日本の民間習俗」『○○大学紀要』vol.21、pp.30－42.

Riggs,FredW.1966）Thailand:TheModernizationofaBureaucraticPolity.

Honolulu,HI:East-WestCenterPress.

Psathas,G.（1986）Theorganizationofdirectionsininteraction,Word,37（2）,pp.

54－66.

4.原稿は、次の順序で執筆する。

［和文の場合］

①論文名と執筆者名（日本語）

②論文名と執筆者名（英語又はその他の言語）

③要旨（英語又はその他の言語で200語以内）

④キーワード（日本語で5語以内）

⑤本文

⑥後注

⑦引用・参考文献

［英文の場合］

①論文名と執筆者名（英語）

②要旨（日本語で400字以内）

③キーワード（英語で5語以内）

④本文
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⑤後注

⑥引用・参考文献

5.執筆者は、次のものを期限までに提出する。

①打ち出し原稿（A4用紙に印字）

②原稿の電子ファイルを記録したUSBメモリー・スティック

（USBメモリーには執筆者名を記し、ファイル名は「論文名＋執筆者名」とする）

6.校正は、執筆者本人が再校まで行う。校正段階での内容の変更は認めない。
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執 筆 者 一 覧

三重大学地域人材教育開発機構

福 岡 昌 子 教 授

松 岡 知津子 准 教 授

正 路 真 一 助 教

三重大学教育学部

富 田 昌 平 教 授

三重大学人文学部

野 村 耕 一 准 教 授

三重大学国際交流センター

栗 田 聡 子 准 教 授

仲 渡 理恵子 非常勤講師

百 瀬 みのり 非常勤講師

マホニー,ブライアンジェームス 非常勤講師
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編 集 後 記

『三重大学国際交流センター紀要』第16号（留学生センター紀要より通巻

第23号）をお届け致します。今回は、研究論文3本、研究ノート1本、 調査

報告2本、実践報告6本、合計12本となりました。海外の教育論から言語学、

外交政治思想、外国人教員の招聘事業、留学生の就職支援など、多岐にわたる

充実した内容となっております。

記録すべきは、2020年度が、新型コロナウィルスの感染拡大より、世界的

規模で教育機関が甚大な影響を受けた「オンライン元年」となったことです。

特に国際教育部門が、意識・行動レベルで大きな変革を求められる中で、本学

国際交流センターも、オンラインやオンデマンドを介した新たな国際教育・交

流の可能性を探り、実行してまいりました。3本は、その新たな試みについて

報告しています。

次年度も国際交流センターホームページにて論文を掲載して参りますので、

引き続きよろしくお願い申し上げます。

（栗田聡子・正路真一）

三重大学国際交流センター紀要 第16号（通巻第23号）
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